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(a

諺

△嚢
刊
午

前
九
時
三
十分
5
午
後
三時
三十
分

掌
貸
掛

経
済
イ
ンゼ
ミ爵
測会
第
一日

「ロ
スト
ウ
理
飴と
蓮

杉
本

昭
七
(経
済
研
所
員
)午
後
三時
三十

萎

'登
石

呂丈
曾

同
第
二
日

爾
北
簡

題
ー
後
進
国
開
発
ー
」
装
辺
太
郎
(阪

大
教
授
)

午
後
三時
三
十
分
5
孟
時

法
経
七昌十

七
日

同
第
三
日

「今
同
の

不
況
の
性
質
ー
経
済
自
唇
を
中
心
に
」

罵
場
正
雄
(経
研
所
員
、
経
済
白
書
執

椰

肇
者σ
帽労
後
三
時
三
十喬
～
五
時

法
経
幽

。

声

三
古

(吉

食
舞

審

舖
演
会
第
十
三
回

「タ
ン
パ
ク
質
の

分
解
」
樂
忠
夫
(巖
学
耶
教
授
》
な
ど

午
後
哨時
三
十
分
5
四
時
三
十
分

工
学
部
冠
気
総
合
館
大
翫
犠
努

故

滝
川

総

長

の
記

念

講

演

開
催

十
一月
十
三
日
は
滝
川
も
と
京大
総
長
に
の
忌
日
に
あ
る
た
め
氷
田

圭
一
・住
谷
悦
治
・猪
木
正
遊
・堀江
保蔵
そ
の
他
諸
氏
の
発
起
で
、

商
日
午
後
二
時
か
ら
下
鴨
糺
の
森電
俸
前
生
研
会
鋸
で
故
人
を
し
の
ぶ

記
念
講
潰
と
座
談
会
を
関稽
、猪
木教
授
の
「ア
ジ
3
の
勤
乱
と
日
本

」
と
魑
ず
る
公
開
講
演
が
あ
り
、お
わ
うて
後
座
談
会
・会
食
(会
質

串
円
)な
ど
を予
定
し
て
い
る
。参加
希望
者
に
十
一月
三日
ま
で
に
左

原
局
私
書
函
第
四
号
瀧
川
記
念
会
で
申し
込
み
を
受
け
つけ
て
い
る
。

多

ピ
ー

大

阪

府

警

に

敗

退

ラ
グ
ビ
ー

関
西
ラ
グ
ビ
ー
・社会
人
対
抗
鼠
合
(康
都
グ
ラ
ン
ド

・十
月
十
七
日
)
は
、
大
阪府
警対
京大
ラ
グ
ビ
ー
部
の
聞
で
行
な
わ

れ
た
。
葡
半
京
大
8
1
11
大
阪
府
警、
後
単
京
大
5
1
聾
大
阪
府
警

と
、
13
対
お
で
破
れ
た
。

歓
ッ
カ
ー

関
西
学
生
サ
ソ
カ
聾
一部
り
ーグ
は
士
月
三+
一日
か

ら
行
な
わ
れ
る
。

マ
ン
ド
リ
ン
定
期
演
奏
会

ノ京都
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
、第
四
回目
の
定
期
演
輿

会
を
、
来
る
+
一月
一六
日
(火
)
に
京
都
会
館第
輯ホ
ール
に
お
い

て
開
催
す
る
。
今
回
は
薙
月
省
魯
・森
脇
総
典
岡
氏
の指
輝
で
つ
密
の

よ
う
に
多
彩
な
演
奏
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

第
[都
ー
フ
ラ
ン
ス
風
1

地
獄
谷
の
噸夜
・花
の
ワ
ル
ツ
・ア
ル
モ
い
ル地
方

第
二郁
ー
バ
ロ
ッ
ク
風
ー

ヘン
デ
ル
の
合
輿
協
奏
曲
他
一編

第
三早
イ葦

メ
リ
ア
の
平
膿
に
立
ち
て
田
園
風
景

「
諺

記
念

講

演

会

」
開
催

+
月
+
七
日
缶
仮七
時
か
ら
教
蟻
冠
30
教
整
で
「メ
ン
デ
ル
遺
伝

法
則
一〇
〇
年
襲
冠請
演
会
』
が
約
二
〇
〇人
の学
生ら
を
集
め
て
行

な
わ
れ
柔

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
世
話
人
の
一人
で
あ
る篠
遣
国際
基
督
教
大

学
教
授
の
開
会
の
辞
、
奥
田
京
大
総
長
のあ
いさ
つ、
山
下
教
養
部

教
授
涯
ど
の
メ
ン
デ
ル
を
め
ぐ
る
講
演
の
あと
、
木
原均
国
立遣
伝

研
究
所
長
の
〃メ
ン
デ
ル
と
農
業
ぞ
と
題
す
る不
稔注
小
夏
の
改
良

に
よ
燭
約
四
割
の
増
収
を
期
待
で
き
る
と
いう
講
演
が
行
な
わ
れ
た

こ
の
儲
し
は
去
年
チ
ェコ
の
ブ
リ
ユ
ン
及
びブ
ラ
ーグ
の
一〇
〇
年

祭
に
続
い
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
、
メ
ンデ
ル
が
エ
ンド
ーの
遺
伝
笑

験
の
結
果
を
プ
リ
ユ
ン
自
然
研
究
会
会
報
に
戴
せ
て以
来
幽O
O
年
経

た
も
の
で
、
ド
リ
フ
リ
ー
ス
ら
三
人
に
よ
る
再
発見
から
も
六
十
五
年

を
経
た
こ
と
に
な
る
。
今
日
彼
の
法
則
は糠

な々
都
門
で大
き
な
買
献

を
なし
て
い
る
.

な
お
、
こ
れ
に
続
い
て
翌
十
八
日
か
ら
京
大
医
掌
部
で日
本
遺
伝
子

学
会が
開
か
れ
て
い
る
.

㎜
全
国
学
生
ゼ
ネ

ス
ト
否
決

工
教
闘
争
支
援
を
決
議

日
韓
闘
争
へ向
け
て
教
費
座
の
意
颪
統
一を計
る
た
め
の
自治
委
員
会
が
、

去
る
十
月
二
十
二
日
(金
)
、
教
獲
四
十
番
教
室
に
約
百
四
十
人
の自
治
委

員
を
結集
し
て
開
催
さ
れ
た
。
レ
か
し
そ
の
結
果
は
、
京
大
墓
耕
派が
ら
だ

ま
ず
こ
の
日
は
、
G
自
治
§
員長
の基

謝
報
告
の
あ
と
、
た
だ
ち
に提
案の
提

出
が
行
わ
れ
た
が
、
ま
ず
C
臼
治委
員

長
と
C
日
韓
闘
箏
委
員会
共
同
提
案と

し
て
「十
二
九
日
韓
条
約
批
准阻
止
全

国
学
生
ゼ
ネ
ス
ト
に
府
学
迷
の
旗
の下

に
結
集
し
よ
う
」
を
主
文
と
す
る提
案

が
出
さ
れ
、
◎
臼
治
委
員
長
の
提
案説

明
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
あ
と
、
σ
書
記

ひ

長
提
案
・京
大
革
新
派
提
案
・統
一会

麟
提
案
と
繍
き
、
各
々
の
代蓑
がそ
の

提
案
の
内
容
を
説
明
し
些

続
い
て
討
齢
に
移
っ
た
が
、
時
聞
が

遅
れ
て
い
た
ため
、
各
々
の
捷
案
を

支
持
す
る
ひ
と
が
一-人
つ
つ
た
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
捷
案
に
賛
同
の
意

志
を
衷
明
す
る
の
み
に
終
った
.
な

お
こ
の
聞
、
続
一派
か
ら
、
同
学
会

会
計問
題
に
つ
い
て
の
緊
急
動
議
が

だ
さ
れ
た
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、

B
韓
闘
争
の
準
備
を
蓬
め
る
の
が
第

一繭
で
あ
る
と
し
て
、
議
長
あ
つ
か

り
の
形
で
、
旦
翼
闘
争
問
題
の
審
蹴

が
終
った
あ
と
ま
で
保
留
さ
れ
る
こ

と
に
な
った
。

そ
の
あ
と
す
ぐ
に
裁
決
に
脇
った
が

ま
ず
十
・
二九
斗
争
に
関
す
る
提
案

の方
が
裁
決
さ
れ
た
が
、
G
委
巣
長
他

さ
れ
た
十
一
・五
闘
争
に
関
ず
る
提
桀
(C
自
治
委
員
長
共
同
撮
案)
だけ

が
可
決
さ
れ
、
そ
の
他
の
行
動
方
針
案
は
す
べ
て
過
半
娘
を
得
る
こと
がで

き
な
か
った
。

提
案が
六
十
五票
、
C書
記
畏
提
案
が

五
十
四票
、統
一会
議
提
案
が
二十
四

票
、革
新
派提
案
が
二十
四
票
と
、
四

提
案
と
も
、過
半
数
の六
十
九
票
を
得

る
こと
がで
き
な
か
た
た
め
全
て
否
決

さ
れ
た
.そ
の
っぎ
に
諸
提
案
の
裁
決

が
行
な
わ
れ
た
が
、
革
新
派
の
「十
剛

・五
斗
争
凄
反
戦
青
年
委
員
会
の
下

で
」
と
い
う
提
案
が
、
委
員
長
の
「こ

の
提
案
を
指
示
し
ぼ
く
と
の
共
同
提
案

と
す
る
」
と
い
う
声
明
を
受
け
て
、
賛

成
六
+
九
・反
対
五
十
五
・保
留
十
・

棄
権
二
で
可
決
さ
れた
嘗
記長
提
案
の

「十
一
・七全
肇

二
万
人
集
会
去
々
」

は
賛
成
五
十
八
・反
対
四
十
五
・保
留

三
十
二
桑
糧
二
で
完
全
に
否
決さ
れた

続
い
ア
黄新
派
漏
案
の残
り
が
戴
決

さ
れ
た
が
、「学
内
閲
馳
(繁
・工
教
簿
)

の
囲
い
を
准
進
し
よ
う
」
と
いう
主旨

の
提
案
以
外
は
す
べ
て
否決
さ
れ
た
。

藏
決
の
あ
と
工
教
闘
曇賓
援
の
ア
ピ

讐
ル
が
あ
っ
て
、
上
村
G
委
員
長
の

ま
と
め
が
あ
り
、
統
一派
から
だ
さ

れ
て
い
た
緊
急
動議
は時
間
が
遅ぐ

な
って
い
る
か
ら
と
い
う
理
由
で次

の
自
治
委
員
会
の
時
に
回さ
れる

と
と
な
っ
た
●
な
お
本
自
治
会
で可

定
さ
れ
た
革
新派
の提
案
に次
のと

う
り
。

一、
十
一
・五
闘
争
を鋳

冨
年委
員

会
の
下
に
繕集
し
て
闘お
う
。
秋
の

闘
争
を
京
大
C
は
反戦
胃
年委
員
会

に
結
集
し
て
闘
おう
。

10

・29

に

ゼ

ネ

ス

ト
で

去
る
十
月
十
七日
、全
国
五
十
余校

の自
治
会代
蓑
者
の参
加
を
得
て
開
催

府
学
連
各
校
に
指
示

さ
れ
陀
全
自
代
(全
国
日
治
会
代
表
者

会
畿
)
の
決
定
に
基
き
、
京
都
府
学
遮

は
「日斡
条
約揺
准
阻
止
、
十
。
二九

全
契

学
ゼ
ネ
。ス
ト
葬
萎
員
会
」

褻

参
照
)
に
加
入
し
、
京
都
の
各

大
学
に
対
膨
て
『十
・二
九
日
鴇
条
約

批
准
阻
止
全
国
大
学
ゼ
ネ
・ス
ト
」
を

提
起
した
。
ま
た
、
十
三
日
の
反
戦
碍

年委
員
会
の
第
・一岐
に
続
い
て
、
「十

・
三〇
反
戦
資
年
委
員
会
主
概
第
二
波

統
一行
勘
」を
も
同
時
に
提
起
し
て
い

る
。
寮
天
に
お
い
て
は
、
と
り
組
み
の

院
ち
遅
れ
奮

妾

、
專

に
二
+
二

日
教
養
部
で
曇
耐さ
れ
た
の
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
過
半
数
を
占
め
る
こ
と
さ
え

で
き
ず
、
ま
だ
票
だ
一般
学
生
の
心
を

口

つか
ん
で
い
る
と
は
い
え
な
い
だ
ろ

う
。
こ
れ
か
ら
残
さ
れ
た
数
日
聞
に
、

ど
れ
だ
け
一般
学
生
に
浸
透
す
る
か

が
、
お
お
い
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。
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ト
撒..…
謡難

工
業
教員
獲
成
所学
生
は
、
二十
五

日
東
京
で開
かれ
る
全
国
工
教
所
長
会

議
に
同け
工
教
即
時
廃
正
・工
髪
拶
蝋

条
件
編
入
・工築
教
青
掌
讃
座
設
置
鱒

を
ヨな
し
て
　
　

ユ
よ
り
だ
　　
いま

残
轍
織
鍮

纐徹螂

会
で
賛
成
九
十
四
反
対
二
十
二
棄
権

O
で
可
決
、
直
ち
に
ス
ト
体
制
に入
っ

た
翌
二
十
日
の
学
生天
会
で
バリ
ケ
ー

ド
般
置
決
議
を
し
教
室
を
閉鎮
、
二十

凶日
に
は
四
十
名
の
オ
ルグ
を阪
天
に

遂
り
学
内
で
は
講
演
会
。学
習
会簿
が

開
か
れ
た
。
ま
た
二十
一
・三の
両
日

工
教
教
冒
と
の
団
交
が
行な
わ
れ
学
生

側
か
ら
来
年
度
募
集
決
定
経
過
報
告
簿

を
塁
氷レ
π
。
東
工
大
に
て
も
二
土

日
よ
り
ス
ト
に
突
入
二
十
五
日
に
は
文

部
省
に
向
け
横
n天
・東
丁天
・各
工

整
装
者
と
共
に
デ
モ
を
行
蔓
¥
鐙

で
、
二
十
七
旦
頃
に
は
鼎
洛
レ
た
前
田

所
長
、
奥
田
学
長
と
団
交
を
持
ち
大
学

側
の
斐
を
醤

に
遺
挙
る
と
の

態
度
を
示
し
て
い
る
。
自
治
会
で
は
補

導
委
員
会
が
委
員
長
代
理
芳
木
君
に
対

し
姐
分
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
為
、
全

学
生
よ
り
退
学
届
を
集
め
＼
処
分
が
出

れ
は
徹
回
を
求
め
直
ち
に
遺
学
届
を
一

括
提
出
す
る
予
簿
で
あ
る
。
な
お
十
九

早
寂
自
治
会
よ
盤
嚢
さ
墾

ス
ト

ラ
イ
キ
箕
冨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ス
ト
ラ
イ
キ
豊
璽
(全
文
)

わ
れ
わ
れ
京
都
大
学
工
業
教
員
養
成

所
全
学
生
は
学
生
大
会
に
お
い
て
慎
重

に
討
論
し
た
鯖
果
以
下
の
理
由に
基
づ

く
無
期
限
ス
ト
ラ
イ
キ
に
入
る
こ
と
を

寡
号
る
。
わ
れわ
れ
は
過
去
近
力
年

一貫
し
て
金
冨生
の要
望
を
訴え
続
け

て
き
た
。
こ
の
聞現
在
に
致
る
ま
で文

部
省酒
よ
ぴ
京都
天学
当
局
は
荷
等
の

誠
意
を
も
見
せ
ず
、た
だ
単
に
努
力
す

る
と
曾
う
のみ
であ
った
.
今
ま
で
の

幾
回
もの
団
交
にお
い
て
も
総
艇
・所

長
・
工
掌
部
長は
何
ら
掌
生
の
要
求
に

対
し
費
任
あ
る態
度
も
誠
肇

蘂

か
っ
た
。
今
や
工教
の
持
つ潴
矛
膚
は

顕
在
化
レ
た
。
そ
の
我
々
に
対
す
る
慢

も
深
刻
な
面
が
腕
職
難
に
5
ら
れ
る
。

し
か
も
纏
長
、
所
長
工
学
部
長
団
交
に

お
い
て
来
年
屋
瀕
集
停
止
を
確
約
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
一方
的
に
こ
れ
を
破

乗
した
.
文
部
曹
學
校
当
局
は
我
々
の

立
墾
無
巽

行
動
、
参
學
生
の

要
求
を
完
全
に
無
視
し
た
態
度
に
対
し

て
學
生
は
黙
って
安
心
し
て
勉
強
に
勘

む
事
は
出
釆
な
い
.
我
々
は
圓
じ
要
求

三
十
七
年
十
一月
一日大
学管
理
法
案

コ

に
反対
す
る
京
都府
学
遡
が
四
粂
通
り

木
嵐
町
用
側
の樵
動
隊
の封
鎖
線
を
突

破
、消
田
祐
一郎
看
(当
時
府
学運
委
員

繕◎
ら
四
人
が
公
安
条例
違
反
、
公
務

執
行
妨
害な
ど
の容
疑
で
起訴
さ
れ
た

い
わ
ゆ
る
十
一
・
一事
件
の弁
護
側
証

人
尋
問
が
さ
る
二
十
二
日
か
ら
飴
っ

た
。京

祁
地
裁
一母
法
延
で
開か
れ
た
二

十
二
日
の
証
人
尋
問
は
屑け
出
コー

ス
が
公
安
一奢
貫
会
に
よ
っ
て不
許
可

と
さ
れ
た
が
理
由歴
明
自で
は
な
か

うた
為
前
旦
卜
検
聞
に
行
った
時
の

状
況
及
ぴ
警
察
で
の
交
渉
の状
況
が

一証
人
に
よ
り
証
曾さ
れた
。次
回

十
一月
五
日
に
は
円
山
公園
で
の
検

寮
側
の
主
張
す
る
共
同
謀
議な
ど
に

つ
い
て
弁
護
側
四
証
人
が召
映
さ
れ

る
。

同
事
件
は
今
年
中
に
決着
を
つけ
る
見

込
み
で
検
察
鴇
弁
護
双
方
の弁
輩

体
性
を
増
し
、
今
後
の
方
向が
注
目
さ

れ
る
。

認

.
　

表
る
三
十
七
年
十
一月
一

日
は
、
大
管
法
の
国
会
上提

契
力
阻
止
の
戦
い
の四展
望

を
切
り
開
く
突
椴
口
と
し

て
、
全
国
学
生
の
統
「行
動

で
戦
わ
れ
た
。

こ
の
日
～
京
都
府
学
連
傘下
の
各大

学
で
は
京
大
教
養
、
理
、
経
、教
各
学

部
、
立
命
大
、
同
志
社
大
がス
ト
ラ
イ

キ
で
立
ち
上
り
、
三
時
か
ら行
な
わ
れ

た
円
山
音
楽
堂で
の
府学
連
集
会
に
参

加
し
た
。
こ
れ
に
先
立
っ
て、
府
學
連

無期限ス
欄 …触1"6'…'`1

藻 」滅1

で
は府
公
安
委員
会
に
祇
囲
石
段
下
↓

ク

四条
木
醗
町
↓
河
頻
町
仏
光
寺
↓
河
原

町
御
池
↓
市
庁
前
の
デ
モ
コー
ス
を
届

け
出
泥
が
、
四粂
河
原
町
付
近
の
蹴
卓

軌
磁
の工
事
甲を
理
由
に
却
下
捧
れ、
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四
条
木屋
町
を
北
上
し
て
三飛
河
膿
町

に
で
る
コ
ース
を
指
定
し
で
き
た
。
と

こ
ろ
が
、
府
学
連
で
当
日
朝
、
工
事
現

場
付
近
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
全
ぐ
工

亭
甲の
形
跡
は
な
く
、
届
け
出
通
り
の

コー
ス
を
公壕
委
員
会
に
デ
モ
直
前
ま

で
交
渉
し
た
が
、
結
局
も
の
別
れ
の
ま

ま
デ
モ
行
薦
に
移
った
の
だ
っ
た
。

二
千
人
を
樂
め
た
府
学
浬
集
会
で
清

田
府
学
運
委
員
畏
は
、
こ
の
事
実
を説

明
す
る
と
と
も
に
、
大
野
府
警
本
部
畏

薦
任
以
来
の
肘
警
の
学
生
運
卿
に対
す

る
露
骨
な
弾
圧
を
実
力
で
粉
砕す
る
た

め
に
、
既
足
方
針
ど
お
り
河
原
町
通
り

デ
モ
の
根
利
を
礪
保
し
よう
と叫
び
か

け
た
。
検
祭
側
は
こ
の
とき
の
学
生
の

拍
手
を
、
二
千
人
の
共
同
謀
識
の
成
立

と
み
な
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

府
警
は
こ
の
日
、
公
安
委
員
会
と
在

洛
大
掌
学
畏
の
〃紳
士
協
足
〃以
釆
久

々
に
機
動
隊
五
百
人
を
出
動
さ
せ
、
も

の
も
の
し
い
警
戒
体
制
を
し
い
て
待
期

し
て
い
た
四
条
木
屋
町
交
差
点
に
達
し

た
デ
モ
隊
は
四
条
通
り
と
木
屋
町
通
り

用
側
を
晃
全
に
封
鎖
し
て
い
た
機
勤
隊

に
京
大
理
学
部
学
生
を
先
頭
に
正
面
か

ら
衝
突
、
約
十
分
に
わ
た
っ
て
も
み
あ

う
う
ち
に
、
五
百
人
程
の
学
生
が
封
鎖

線
を
突
破
し
四
条
河
原
町
交
差
点
に
な

だ
れ
こ
み
、
そ
こ
で
座
り
こ
み
抗
議
集

会
を
開
い
た
。
こ
う
し
て
十
一
・
一の

京
都
は
、
入
院
五
人
を
含
む
百
数
十
人

の
負
傷
者
を
出
す
激
烈
な
戦
い
の
うち

に
終
った
の
で
あ
る
。
検
察
側
は
、
四

条
木
騒
町
で
の
衝
突
に
学生
聞
の
順
次

共
謀
が
行
わ
れ
た
と
し
て
い
る
。

そ
の
後
府
警
は
十
四
日清
田
召
の
逮

捕
を
皮
切
り
に
、
高
瀬
、
松元
、
室
舟

申
島
君
ら
と
と
も
に
デ
モ
の先
頭
列
に

い
た
京
大
の
三
人
の
学
生
を
遭
湘し
て

い
った
。

工教
ス
ト
を
前
に
閉
鱗
さ
れ
た
門
、
ス
下
快
行
中
のビ
ラ
がみ
え
る

寸
劇

コ
ン
ク
ー

ル
も
予
定

,獅
しい
麗
史
は
ぼ
く
ら
の
手
で
4
と

題
する
テ
ー
マわ
掲
げ
た
今
年
の
十
脚

月
祭
も
あ
と
三遡
聞
と
遁
う
た
。
十
月

士
ハ日
に
は
人
文
研
教
授
井
上
溝
氏
、

立
甜大
助
馨
貧
広
太
郎
氏
を
迎
え
て

テ
ー
マ講
演
会
を
催
し
た
が
、
こ
の
あ

と
十
月
二
十
五
日
(日
)
政
薪

演
会

-
同
掌
会
企
画
1
、
十
一月
↓・四
日

(日
)
体
愉
繋
丁
体
胃
会
主
催
1
、
仮

鼓
行
列
、
十
一月
十
五
只
月
Y
千
八

日
(木
)
単
位
講
演
会
、
討
飴
会
、
各

愚蔀
笹
の
と
り
く
み
、
+
剛月
十
九亘

(金
)
前
夜
祭
ー
応
援
団
主
催T
、
十

一月
二
十
日
(土
)
5
二
十
三
日(火
)

本
祭
興
、
十
喘月
二
十
四
日
9
小)後

簿察
と
十
鱒月
祭
全
口
程
が
決建
し

+
剛月

祭
全

企

画

出
揃

う

〃み
ん
な
の手
で
、
み
ん
な
の
も
の

に
〃
を
櫟傍
し
た
今
年
の
十
}月
祭

は
、過
去
穴
回
の
「ひ
とり
よが
り
」

に対
す
る
ア
ン
チ
と
し
て
出
発
し
た

の

レ
かし
〃み
ん
な
の
も
の
"
と
称
し

て
もテ
ー
マは
集
ら
ず
、
緒
局
実
行

委
員
内
で
考
え
る
に
止
ま
り
、
庄
目

さ
れ
てい
る
禰人
一◎
0
円
の
分
担

金
制度
も
現
在
教
墾
鄙学
生
の
一割

少
し
し
か
集
ま
ら
な
い
状
態
で
あ

る
。「ひ
と
り
よ
が
り
」に
対
す
る
ア

チ
と
出
発
し
て
も
練
々
な
窟
匠
を
粧

す
だけ
で
,ひ
と
り
よ
が
り
び
に
陥

入
る
危
険
性
に
み
ま
わ
れ
て
い
る
。

第
七團
十
一月
県
祭
典
企
冨

20
(土)
調
月
祭
テ
ー
マ遮
鏡
朧
貿
会

第
一部

ぼ
く
ら
を
と
り
ま
く

情
勢
と
ぼく
ら
の
生
き
事

一

岡
倉古
志
鰯
(評
諭
家
)

柳
田謙
十廊
(哲
学
者
)

21
(日
)
11
月
祭テ
ー
マ遡
続
蟹

会

篤
二部

ぼく
ら
の新
し
い
文

化
を
求
め
て

大
木
正
夫
(膏
楽
家
)

熊
井
啓
人
映
画
監
督
)

箆
(月
)
全
学
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル

寸
劇
コ
ン
ク
ー
ル

池
ー
ク
ル発
裂
会

統
一劇場
公演
(予
定
)

講
成
詩劇

23
(火
)
11
月祭
テ
ー
マ連
続
講
演
会

第
三
部

ぼく
ら
の学
間

湯
川秀
樹
(基
物
研
教
授
)

家水
三
郎
(教
青
大
教
投
)

欝
囚
裕
(京大
教
授
)

そ
の
佃
、音
楽
シ
リ
ーズ
、
わ
か
も

の
の
つど
い
、
映
国祭
、高
校
生
の

つ
ど
い
、
合
唱祭
、
子
供
大
会
尊

齪
騨
座
h
ノこ
み
続
く

本
帽
が
完
成
し
な
が
ら
も
禾だ
に学
飼

協
議
会
が
、
学
校側
と崖
六
願
員
側

と
の
対
立で
組畿
週
宮
方
針を
決定
で

き
ず
に
い
る
た
め使
用
され
て
いな
い

岡
志
社
大
等

畦

学
生
側
は
協議
会

で
は
何
ら
決
定
で
き
な
いと
し
て、
学

長
団
交
を
嬰
求
し
て
い
る
。
有
志十
人

程
が
学
畏
会
見
を
墨
求
し
て
座
り
込
み

を
十
二
月
か
ら
纏
け
て
い
る
.
同
志
社

大
学
で
は
六
月
既
に
学
生
盆
館
本
鋸
が

完
壌
レ、
全
禦
投
票
に
よ
って
学
生
の

ロ

自
沿
遷
嘗
が
全
宇
的
に
承
認
さ
れ
た

が
、
掌
校
側
は
会
議
堅
と
示
ー
ル
に
関

し
てこ
れ
を
渋
って
い
る
。

な
お
学
友
会
申央
委
員
会
は
二十
一

日
協
議
会
に
最
高
決定
権
を与
え
よ

ま
た
は
掌
長
会
見
で
決定
でき
る
よ

う
に
せ
よ
と
黍

し
、
依
然と
会見

を
把蒼
し
つ
づ
け
て
い
る
学
畏
に
団

交
に
出
る
よ
う
要
求
す
る
全
学
集
会

を
行
な
った
。

を
か
か
げ
て
闘
っ
て
いる
横
浜
国
大
工

教
学
生
を
始
め
全
国
工教
学
反
と
共
に

力
強
く
闘
う
事
を以
下
のス
ロ↓
〃ン

の
も
と
に
文部
省学
校
当
周
、そ
し
て

全
国
掌友
に
驚
言
す
る
。

一、
工
教
即臆
霊

一、
工
薫

条
他繍
入

一み
工
策
教
胃
学
講
座
を
勝ち
取
れ

一、
教
員
の
待
遇
を
艮
ぐ
し
、教
整
定

数
を
誠ら
し
、
教
員
定
数
を
増せ

一、
卒
業
生
に
対
し
完
全潅
研
修
を
与

え
よ

」
、
完
全
吻
戚
を
契現
せ
よ

一、
来
年
度
募
集
停
止

京
大
工
教
学
生
目油
宏

外
人
寄
宿
舎
着
工
を
延
期

吉
田
禦
、
熊
野禦
、
女
子
禦
執
行
委

員
会
闘
争
委員
会
は
十
八
日
四
時
か
ら

学
生
部
銭
議
至に
お
い
て
酉
尾堂
生
部

畏
と
会談
を
行な
い
楽
友
会
餌
の
東
に

寮
の
学
生
部
長
団
交
で

建
設
予
定
の
外
人
寄
宿
含
に
っ
い
て
と

女
子
崇
の
風
呂
姥
設
に
つ
い
て
誕
し
合

うた
.

外
人
講
帥
寄
宿
會
に
つ
い
て
学
校
側

は
母
年
多
く
の
外
人
講
師が
来
るが

食
事な
ど
の
都
合
で
ち
ょう
ど
楽友

会
館
の
東
側
が
空
地
に
な
っ
て
いる

の
で
外
人
寄
宿
舎
を
姥
般す
る
こと

に
し
た
。
こ
れ
は
一一肩
に
す
で
に
建

築
委
員
会
で
決
簿
し
て
い
た
か
、
予

算
の
都
合
で
遅
れ
て
い
た
、
と
事
橿

を
脱
明
レ
た
。
し
か
し
業
生
は
六
月

の
学
雌蔀
畏
団
交
や
、
覚
慮
き
で
も

田
繁
一帯
(現
吉
田
業
、
楽
友
会

館
、
学
生
集
会
所
)
を
新
吉
田
繁

の
士
地
と
し
て
要
求
し
て
お
り
前

学
生
部
長
も
そ
の
獲
得
に
努
力
す

ご
と
を
約
束
し
て
い
る
。
二
手
人
寮

建
設
の
具
体
的
計
凹
が
ま
った
く
見

と
お
し
も
立
た
な
い
現
在
、
吉
田
祭

の
土
晒
は
薪
禦
の
最
適
地
で
あ
る
。

こ
の
事
実
を
蝋
視
し
て
、
外
人
謂
踊

寄
宿
含
の
建
築
を
決
定
し
て
し
ま
っ

た
の
は
学
校
側
の
寮
生
の
嬰
求
を
抑

え
つけ
る
既
成
事
実
化
策
で
あ
る
と

追
求
し
た
が
、
学
校
側
は
、
既
に
決

定
レ
た
こ
と
で
あ
る
と
し
て
そ
れ
以

上
は
進
ま
な
か
った
。
そ
の
た
め
外

.
人
器
宿
禽
の
着
工
は
十
月
下
旬
に
予

定
さ
れ
て
い
た
が
延
期
さ
れ
る
こ
と

に
な
った
。

な
お
来
年
度
修
学
院
寮
聡
設
を
嬰
求
す

る
繁
生
は
、
昨
鐸
か
ら
の
学
校
側
ど
の

話
合
で
増
寮
は
継
続
工
事
で
行
な
う
こ

そ
の
他女
子
崇
の
風
呂
は
今
穿
度
中

に
廻
設さ
れ
る
。
熊
野
斎
にお
け
る

今
冬期
暖
房
は
必
ず
保
瞬
す
る
。
な

ど
の事
項
が
確
約
さ
れ
た
。
し
か
し

風
昌
、
暖
房
な
ど
の燃
料
費
の
負
担

に
っ
い
て現
在
負
担
区
分
反
対
で
不

払
を
行
って
い
る
寮
生
は
、
当
然
学

校
負
担
を
要
求
し
て
い
る
が
、
学
校

側
は
こ
れ
を
租査
し
て
い
る
た
め
そ

の実
現
が
、
危
ぶ
家
れ
て
い
る
。

一なお
学
生
部
長
は
、
建
築
委
員
去
(学

内建
築
に
闘
す
る
鰻
終
決
蛇
撫
鵠
)
に

は従
来掌
生
部
の
参
加
が
な
か
った
が

十
月か
ら
は
正
式
メ
ン
バ
ー
と
な
った

藤
繰
鷲

と
は
碓
約
事
頂
で
あ
り
、
来
年度
着
工
}

を
実
現
せ
よ
と
強く
要
求
し
た
。修
学

雄羅
罷
盤
璽
蟹

部
は
宇
治
に
賂
築
さ
れ
て
いる
が
、
修

学
院
の
工
研
が
移
転し
な
け
れば
修
学

院
寮
は
建
た
な
い
の
で寮
生
がこ
れ
の

移
転
を
早
く
す
る
よう
に
要求
し
て
い

た
も
の
.

同
判
園

第
十
八
回
新
聞
週
問
が
二
十
日
か
ら
始

った
。
今
年
の
糠
語
は
『新
聞
の
勇
気

が
守
る
世
界
の
平
和
」
で
あ
る
。
圓
日

朝
刊
各
紙
は
「暫
聞
批
判
を
歓
迎
す
る

(毎
目
)
」
な
ど
と
題
し
た
社
説
を
掲

げ
、
夕
刊
に
は
「新
聞
漏
聞
に
よ
せ
て

(朝
旦
V
」
「真
笑
を
求
め
て
(笹
日

連
戦
)
」
な
ど
の
関
浬
記
事
を
配
し
新

聞
に
対
す
る
読
者
の
認
識
を
深
め
さ
せ

よ
う
と
の
憲
気
込
み
で
あ
る
。

ζ
れ
ら
の
論
説
は
、
相
変
ら
ず
の
社

説
の
各
紙
「似
た
り
冨
った
り
」
と
い

ろ
感
尋
残
し
つ
つ
も
輿
昧
深
く
続
め
る

も
の
が
多
か
った
。
特
に
朝
日
社
硯
の

「新
聞
の勇
気
と
揖
界
の
平
和
」
は
論

の
進
め
方
自
体
の
問
題
点
を
別
に
し

て
も
優
れ
て
莫
文
的
ス
タ
イ
ル
で
現
¢

の
商
葉
新
聞
記
者
の
言
諭
人
気
買
を
初

語
った
も
の
で
あ
り
、
側
面
に
於
て
繭

業
新
聞
の
固
類

を
表
出
し
て
い
る
な

ど
、
現
代
的
名
文
の
一典
型
と
呼
ん
で

も
よい
も
の
で
あ
ろ
う
。

笹
日
の
「醜
冥を
累
め
て
・新
聞
遡

の
限

回

聞
に
よ
せ
る
①
」
は陶
紙
大
煉特
派
員

の
北
ベ
ト
ナ
ム
から
のレ
ポ
ート
に
対

す
る
ラ
イ
シ
ャワ
ー大
使
の批
判
を
め

ぐ
っ
て
の
解
説
記
事で
あ
る
。
「ラ
大

使
の
目
本
お
よ
び
日本
の新
聞
に
対
ず

る
特
別
の
親
愛
の情
か
ら
出
た
も
の
で

と
大森
氏
の
北
ペ
ト
ナ
ム
幽脅
乗
り
を

擁
護
し
てお
り
、
あ
る
意
味
で
新
聞
綴

道
の今
後
のあ
り
万
を
暗
示
し
て
い
る

と
云え
る。

「自
由主
顔
に
徹
す
る
」
と
す
る
朝

日社
説
に
は
書
醜
の
自
由
に
対
す
る
記

述
が
わ
ず
か
に
見
ら
れ
る
。
新
聞
の
現

代
的
形
態
の
根
標
的
存
立
基
盤
の
一っ

で
あ
る
「言
論
百
由
」
に
っ
い
て
の
記

述
が
新
聞
週
聞
の
誰
説
の
中
か
ら
こ
れ

の
認
識
が
各
社
説
を
新
聞
機能
、
限
界

な
ど
の
「新
聞
鵡
」
良
体
を取
り
上
げ

ず
手
前
味
噌潅
「新
聞
の
勇気
」
の売

り
込
み
に
終
ら
せた
嬰
因
であ
る
と
思

わ
れ
る
。
勿
諭
、
自
ら
を
窮地
に
追
い

込
む
よ
う
な
論
の
展
開
は期
待
す
べく

も
な
い
。
し
か
し
真
正
な
憲
味
で
の

「菩
の
自
由
」
は
こ
の
問
題を
内包
す

る
。.独
占
貸
本
主
義
段
階
に
於て
言
諭

↓
マ
ス
コ
ミ
は
巨
大
な
資
本
と
機
構
に

"似

た
b
寄

っ
た
b

-
の
主
張

社 各
説 社

現
代
の
言
論
人
質
を
標
傍

あ
ろ
つ
。
」
と
の
績
繭部
分
は鍛

無

礼
と
も
何
と
も
っ
か
ぬ
尻
つ
ぼみ
であ

っ
た
が
、
朝
日
社
.鴫
に
見ち
れ
たと
同

様
の
幼
果
を
鵡
者
に
活
え
た
こ
と
は確

か
で
あ
る
。

「十
一年
ぷ
り
の
報
逗
と
あれ
は
、

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な波
紋
を
殻げ
た
の
も

当
然
で
あ
る
つ
し
、
ま
た
でき
る
だ
け

北
ベ
ト
ナ
ム
側
の
主
張
を
そ
の
ま
ま
伝

え
る
の
も
即つ
の
輪
猿
で
あ
ろ
う
。
」

程
姿
を
泊
して
竹
った
の
は
第
一覇
的

には
碓
か
に
喜
ば
し
い
事
挺
で
あ
る
。

し
かし
こ
の
現
象
に
赴
か
せ
た
も
の
は

現代
型
豹図
の
最
大
の
蓬
槽
が
企
業
話

盤
に対
す
る
擁
醜
世
諭
の
自
給
的
形
成

機
舵
て
のも
の
に
あ
る
Q
杯算
が
取
れ

る
程
度
に
公
平
で
あ
る
馳
B
ラ
ソ
セ
ル

の拡
大
解
釈
)
と
い
う
認
識
の
一窟
程

度
の
醤魎
化に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
多

寡
さ
まざ
まな
が
ら
執
鎗
者
に
於
る
こ

よ
って
独
占
さ
れ
て
い
て
既
に
大
荏デ

モ
ク
ラ
ソ
ー
期
に
見
られ
た
よ
馨

の
自
由
や
軌
聞
人
の
野
克
精
神は
全
く

変賀
レ
た
経
房
体
制
の
中
に
消
滅
を
鎌

憐
な
く
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
微
々
の

記
蓋
、
絹
集
者
の
り
ベ
ラ
ル
で
ナシ
ョ

ナ
ル
な
新
聞
中
立
の
鞭
神
の
埼
外
にあ

る
と
口っ
て
も
琵
支
え
な
いで
あ
.つ

う
.
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は
現代

以
降
の
新
聞
の
宿
館
的
樫
檀
で
あ
りス

タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
体
制
下
の
申
央
集
権
的

言
諭
統
制
と
と
も
に
新
闘
自
由
の
現
代

的
醒
題
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
新
聞
週
間
各
諭
脱
に
象
徴
的

に
現
わ
れ
た
商
業
新
聞
の
ド
界
性
は
何

も
〃ブ
ル
新
不
悟
4
の
根
拠
を
新
し
く

提
供
す
る
、
と
主
張
す
る
の
で
は
な

い、
朝
日
二
十
日
タ
刊
に
作
田
助
教
投

が
非
専
門
累
風
に
舗
を
戯
って
書
い
て

い
た
よ
う
に
商
業
新
聞
の
今
後
に
つ
い

て、
一面的
る
改
良
主
義
的
に
で
は
あ

る
があ
る
方
向
性
を
期
袖
し
う
る
か
も

知
れな
い
.

公器
と
じ
て
の新
聞
、
新
闇
の
中
立

性
、不
偏
不
覚
性
な
ど
が
こ
の
新
闇
週

閥
を
機
に又

不々
毛
な
議
論
を
起
し
て

い
る
。む
し
ろ
作
田
氏
の
指
摘
の
よ
う

に、
商
品
と
し
て
の
新
聞
での
も
の
の

申
に改
艮の
余
地
を
残
す
も
の
で
あ
ろ

う
「生
活
のス
タ
イ
ル
と
化
し
た
新
聞

購
読
は
疑
い
も
な
く
企
業
と
し
て
の
新

聞
経
冨の
安
定
性
を
侵
証
す
る
。
」
い

さ
さ
か
図
式
的
に
過
ぎ
る
か
も
知
れ
な

いが
こ
の
指
摘
を
敷
行
す
れ
は
、
翫
者

簡
の
「朝
日
」
「毎
日
」
と
い
う
形
で

の訥
読
シ
ス
テ
ムに
一定
の
流
動
枕
を

与
え
る
こ
と
に
よ
り
、
続
者
脚
の
再
編

成
過
程
に
抑
埋
を
与
え得
る
の
では
な

い
だ
ろう
か
。
こ
の
事が
「ナ
シ
ョナ

ル
な
」
新
閾
で
あ
る
日本
の大
新
聞
11

一流
新
聞
11
普遍
性
中
立
性
志
向
の新

閲
↓
欧
米
有
力
紙型
パ
ブ
リ
ック
所
有

新
聞
へ
の
変質
を
促す
も
の
と
な
る
と

考
え
る
の
で
あ
る
。勿
翫
「這
聴
途
説

を
縫
々
に
取
上げ
る
(朝
日
社
説
)
」

の
よ
う
に
特
定イ
デ
オ
ロギ
ーを
掲
げ

る
こ
と
は
現
代商
菜
新
聞
の
忌
み
嫌
う

所
で
あ
る
。
そ
し
て
「ナ
シ
ョナ
ル
な

新
聞
に
党
派
性
を
期
待す
る
こ
と
は
出

来
な
い
(作
田
氏
)」
の
よ
う
に
金
く

の
な
い
も
の
ね
だ
りで
あ
る
か
も
知
れ

な
い
。
レ
か
し
、多
少
のは
に
か
み
を

篭
め
て
"リ
ベ
ラ
ルな
新聞
人
"に
謡

し
か
け
る偉
を
取
れ
ば多
確
な
峯
実
の

側
面
か
ら
無
味
乾
燥な
中
立的
綴
遣
に

殉
ず
る
よ
り
、
進ん
で
論
者
の
「期
待

を
独
断
的
に
解
釈
」し
て
、
新圏
の
熱

性
格
性
を
排
し
世
諭分
有
によ
る
詔
者

層
の
伽
化
を
図
っ
ては
ど
う
で
あ
ろ

う
。
そ
う
す
れ
ば
撹
論
の対
決
慮
の
明

碓
化
に
よ
り
社
会
の
歴
史的
発
展
に
資

す
る
こ
と
と
な
り
、
期待
さ
れ
る
新
団

に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろう
か。(西

)

工
教
正
副
委
員

長

選

行

な

わ

る

工
業教
員
養
成
所
自
治
会
は
二
十
二
・

三
両
日後
期
正
副
委
員
長
選
挙
を
行
っ

た
。委
員
畏
κ
は
運
気
二
回
生
凋
水
公

次
君副
委員
長
に
工
化
二
回
生
奥
村
陸

君が
立
候
撞
▼二
十
二
日
締
切
った
が

対
V著
候
補
が
な
い
為
、
摺
任
投
票
が

行わ
れ
た
。
二
月
に
前
委
員
長
池
田
君

が
辞
任
し
た
後
、
空
席
と
成
った
ま
ま

六月
中
闘
争
体
制
維
膏の
為
選
挙
が
埋

れ
てい
た
。

ー

　のーー11

「毎
日
」
「朝
日
」
が

相
次
い
で
外
俗
部
長
を

憾
獣
融
鎚

は
華
々
し
い
冨
題
を
提

供さ
れ
た
。
勿
論
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
大

使
の
発
霞
も
大
き
く
帽役
を
買
って
い

る
。、▼
日
本
の
商
業
報
道
界
に
も
い
よ

いよ
ス
タ
ー
シ
ス
テ
ム
の
導
入
か
、
と

大
森
氏
の
挙
勤
に
注
目
す
る
せ
の
し
な

いジ
ャー
ナ
⊃
ズ
ム
評
講
家
も
登
場
す

る
。
事
実
、
酷
説
子
の
お
座
な
り
の
社

説
を
毎
日
念
入
り
に
読
む
の
は
偏
執
狂

的
新
聞
愛
好
家
を
除
い
て
は
百
万
単
位

の読
者
の
中
で
も
極
く
鷹
か
で
あ
ろ
う

スク
ー
プ
や
写
輿
が
紙
面
に
巾
を
効

か
せ
報
逗
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
占
め
る

比
霊
が
増
大
し
て
い
る
の
で
あ
る
▼
〃

ナ
シ
ョナ
ル
な
も
の
4
が
再
見
さ
れ
る

過
程
を
通
行
し
て
ナ
シ
ョナ
ル
な
新
聞

の不
謹
に
満
蓬
り
ぬ
読
者
輩
を

一

る
。
む
べ
な
る
か
な
、
で
あ
る
.
新
聞

週
商
の
標
語
は
毎
年
お
若
い
が
、
機
棟
「

の
巨
大
化
に
加
え
て
膨
大
な
薗
定
的
足

期
購
読
者
層
を
抱
え
て
い
れ
ば
更
年
聞

症
状
も
節
じ
よ
う
と
い
う
も
の
▼
大
森

氏
は
御
自
分
で
も
お
っ
し
ゃ
る
通
り
お

著
い
の
で
、
事
突
に
感
動
す
る
ナ
イ
ー

ブ
な
紀
者
精
神
を
持
ち
つ
づ
け
お
ら
れ

る
。
「朝
日
」
紙
も
「現
地
の
報
道
に

に
挺
身
レ
」
「事
重
天
と
あ
ら
は
、
圏

身
の
安
否
を
も
顧
み
な
い
で
危
地
に
お

も
む
く
」
こ
と
を
読
者
に
誓
わ
れ
た
。

た
い
へ
ん
鯖
構
で
あ
る
.
▼
わ
れ
わ
れ

と
同
業
の
早
稲
田
大
学
新
聞
に
毎
日
新

闘
の
「大
森
レ
ポ
ー
ト
」
を
唱
っ
た
事

業
広
告
が
大
き
く
掲
載
さ
れ
た
。
早
天

紙
の
商
魂
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
「義
務

で
蓉

」
と
壷

し
て
姦

氏
の
個
ム

ブ
レ
ー
に
終
ら
せ
な
か
っ
た
請
説
と
合

わ
せ
考
え
て
「毎
日
」
の
ラ
大
紙
の
批

判
干
渉
に
対
す
る
挑
戦
と
受
け
と
れ
ぬ

こ
と
も
な
い
▼
碓
か
に
、
近
代
国
家
百

年
の
歴
史
を
歩
み
、
更
に
現
代
型
に
脱

皮
し
て
二
十
年
の
商
業
新
聞
は
政
治
的

外
圧
に
ぴ
く
と
も
せ
ぬ
位
の
編
集
体
制

靴酸
轄
罐

駕
垂

と
は
企
菓
自
体
の
世
論
に
対
す
る
鎚
講
一

を
如
何
に
結
つ
け
る
か
の
疑
垂

か
▼
さ
て
、
今
や
企
粟
で
売
る
新
聞
の

時
代
か
。
ス
タ
ー
ソ
ス
ナ
ム
紹
樹
。
暴
一}

露
記
¥
結
構
。
但
し
、
受
け
手
の
方
で

値
重

れ
豪

・
多
少
気
に
い
向

な
か
ろ
う
が
無
節
操
な
定
期
購
読
シ
ス

テ
ム
が
維
持
さ
筋
る
の
で
は
何
ら
変
り

映
え
が
期
待
で
き
な
い
.

,

561
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日
韓
問
題

へ
の

一
視
点

論
壇
に
見
る
日
韓
問
題
の
思
潮

難 鵜

羅
ぴ 　

髄 嚢

敵
治
の
不
条
理
は
、常
に
そ
う
腰
じ
る
者
に
と
っ

゜

藁

帯
套

凹悉

.盲
、
日
交
は
「乏

和
と
民
主
主
義
」
き
」毒

理
性
以
前
に

脚

 感
覚
的
に
い
つ
く
しん
で
いる
よ
う
に
裂
面
は
み
え

噺

る
。
政
治
の
場
で
正
当
性
を
主
張す
る
者
に
と
っ

て
、
こ
の
現
蔑
を
無
視
で
き
な
い
。す
べ
て
の道
麟

噸

に
超
鰯
し
て
惇
在
し
て
い
る
よ
う
に
思わ
れ
る
か
ら

だ.
レ
かし
こ
の
よ
う
な
日
塞人
の歴
更
的
生
成過

榊

程
を
眺
め
て
み
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に厳
篠
す
る
不
条

理
に
ハ
ッシ
と
う
た
れ
ざ
る
を
得な
い.

ら

敗
戦
後
に
「民
主
主
義
国
」
日本
を
瓢生
さ
せ
た

'勤
原
力
、
そ
れ
は
ア
メリ
カ
合衆
国
の占
履
軍
の
軍

轍

灘
ルV
10
・m
百
号
の
整
遭
に
レ
冗
が
う
.

て
日
韓
交
渉
更
を
鋸
管
れ
ぱ
次
の

よろ
にな
る
。
第
』の
時
期
(第
一次

から
第
三次
会
談
ま
で
)

日韓
会
談
は
一九
五
一年
十
月
、
G

H
Q
の外
交
局
長
シ
ー
ボ
ル
ト
の
勧

告
で
、
在
日
朝
鮮
人
の
国
籍
間
題
討

■
2
護
で
摺

さ
2

。
盟
簸

お
のさ
なか
に
う
　
ぱ
ロ
に
ガ
　
す

諺
ス構
想
の
嬰
齢
は
、
ア
メ
リ

国の
り
ード
のも
と
に
会
談

を
も
った
け
れ
ど
も
、
第
三次
会
談

に
お
ける
久
裸
田代
衰
の
〈韓
国
側

が
日
本
の朝
鮮
統
治
に
対
す
る
賠
償

を
う
ん
ぬん
ず
る
の
で
あ
筋
ぱ
〉
日

本
は
く
韓
国
の経
済
力
を
培
養
し
た

琶
す
を
鑑
U
朝
鮮
統
治
が
念

ず
レ
も
悪
い
面ば
か
り
で
な
虫

よ

い
面
も
あ
うた
V
と
い
う
発
言
が
韓

国
側
を
硬
化
さ
せ中
絶
。

第
二
の
時
期
(第
四次
か
ら
第
六
次
会

そ

慈欝

 

導

゜

濫

龍

絶

'

弾

事
力
で
あ
っ
た
。驚
異
的な
経
済
成
長
を
認
い
あ
げ

た
日
本
を
つ
く
り
だ
した
原動
力、
そ
れ
は
あ
の
朝

鮮
戦
争
で
あ
っ
た
。
い
わ
は
現在
の
日
本
の
人
格
の

創
生
ε
経
済
力
の
エネ
ルギ
しを
生
み
だ
し
た
の

が
、
こ
の
よ
う
な
他律
的
フ
ァ
ク
タア
ーで
あ
って

自
か
ら
の
手
で
つ
く
り
だ
L爵
な
か
った
こ
の
歴
更

の
負
い
目
が
日
本
人
と
し
て
僕
ら
には
常
に
内
圧
し

て
い
る
.
そ
の
〃恥
し
さ
4
を
胴
に
ひめ
て
、
受
継

い
で
僕
ら
は
敵
治
問
題
ζ
し
て
の
「日韓
間
題
」
を

考
え
る
。
少
く
と
も
日
本
が
一損
の
独
立し
た
人
格

を
持
って
自
立
し
て
行
く
過
程
の
日
本
自身
の行
禍

と
し
て
.
(紹
集
郁
)

談
ま
で)

前
記
久
保
田発
曾
を
取
消
す
こ
と
に

よ
っ
て
、再
開さ
れた
日
韓
会
談
で

あ
った
けれ
ど
も
ヘ
ア
メ
リ
刀の
ド

ル
肪
衛
の
余
波と
韓国
経
済
の
窮
迫

と
で
日
本
の
対
韓援
助
属
代
り
の
要

請
が
韓
国
側
を
動か
す
要
因
と
し
て

働
き
、
ま
た
それ
に対
応
す
る
形
で

目
本
側
の
意
図
の
直
接的
な
あ
ら
わ

れ
とも
な
った
。
沢
田日
本
代
衰

は
、
日
本
外
交
の
任務
と
じ
て
、
日

縮
舗
艶
墾
麹

と
靴
を
足
に
合
わ
す
ど
ころ
か
、足

を
靴
に
合
わ
す
交
渉
だ
〉
(読
亮
新

聞
)
と
い
っ
た
ピ
ッ
チ
で
、
本
年
二

月
、
基
本
条
約
の
仮
調
印
で
ど
がめ

つ
き
、
日
韓
閣
僚
会
談
に
よ
る漁
樂

鵠
求
椹
、
経
済
協
力
、
圧
日韓
国人

の
法
的
地
位
に
閑
す
る
合
意
事
項
の

仮
劉
印
、
六
月
の
正
式
測
印
と
終結

し
た
。

以
上
日
韓
会
談
交
渉
史
の
皮
相
を
ま

と
め
た
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
その

交
渉
史
の
特
徴
は
旦
鴨
会
鮫
の
本体

を
も
あ
ら
わ
に
し
て
い
る
。

一鶴
箋
麗
競
雛

面
」
、
青
木
書
店
版
「日韓
問
題を
ど

醒
難
馳霧
器
鉦

談
"
と
異
名
を
とる
こと
にも
現
わ
れ

て
い
る
.

こ
れ
ら
の
齢
点
を
整
理
し
てみ
る
と

第
一に
、
一九
誌
四
年
後
準
か
ら
の

〃流
助
化
β
状
況
、
そ
こ
に
お
け
る
ア

メ
リ
カ
の
薦
羅

の
低
下

第
二
に
津
闘運
そ
の
も
の
の
変
質
。
ア

メ
リ
カ
が
イ
ニ
シ
ァ
チ
ァ
を
揖
っ
て
い

た
国
遡
が
多
数
の
新
興
藷
国
の
加
盟
に

よ
り
必
託
も
ア
メ
hカ
の
憲
向
が
代

褒
さ
れ
な
く
な
り
、
少
≦
題
国
運
の

場
に
お
い
て
は
反
櫨
民
地
主
繍
を
標
授

レ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
く
な
った
。

第
三に
、中
国
の
核
実
験
が
鷹
接
幽
域

に
与
え
だ
影
響
の
犬
き
さ
。

第
四
に
、
そ
の
中
で
、
中
国
が
強
力
κ

反
ア
メ
リ
カ
政
策
を
次
々
と
行
って
い

る
甕
昊。

第
五に
、
ア
メ
リ
カ
の
中
国
封
じ
込
め

政策
が
亀
そ
の
建
直
し
を
せ
ま
ら
れ
て

いる
.

歴
史
の
負

い
目
"日
韓
問
題
4

曇

口竃
久
治
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て

いる
。

し
両
党
の日
韓
条
約
お
よ
び
そ
の
批
准

に
強く
反対
す
る
諭
拠
に
は
、
こ
ま
か

い
ニ
ユア
ン
スは
と
もか
く
と
し
て
康

則
的塚
意
見
の食
違
いは
な
い
と
い
っ

て
よ
い
。第
一にこ
の
条
約
の
朝
鮮
の

分
裂
を
固
定
化
し
、
雨北
統
一に
否
定

的
に
作
用ず
る
、条
二
にと
く
に
基
本

条
約
は
、
ア
メ
リ
カ
を
盟主
と
す
る
日

・韓
・台
の
東
北
アジ
ア反
共
軍
事
同

盟
に
向
っ
て
敢
治
的
朴
石で
あ
り
、
し

た
が
っ
て
戦
争
と
侵
陥
の
粂約
で
あ
る

第
三
に
「経
済協
力
」
の黄
名
のも
と

現
実
を
転
位
さ
せ
る
主
体
の
求
心
的
追
求
を

鴨
緑
江
の
外
に
お
し
返さ
ねぱ
先
祖

に
対
し
て
甲
し
訳
け
な
いV
と
主
張

し
て
い
る
。
〈中
共〉
の存
在
を
〈

脅
威
〉
と
した
認
訟
にも
と
ず
い
た

旦
零
藤
の
展
開
で
、韓
国
の
政
儲

不
宏
に
よ
り
停
滞
さ
せ
ら
れ
つ
つ

も
、
李
政
権
の
崩
壊
後
の朴
政
糧
の

手
に
よ
り
阜
期
妥
結
が
求
め
ら
れ

る
.

第
習あ
時
期
(第
七
次
会談
以
降
)

ア
ジ
ア
状
勢
の
激
化
と
日本
独
占
の

帯
国
主
義
的
段
階
にみ
あ
った
要
断

は
、
バ
ン
デ
イ
ア
メ
リカ
国
務
次
冨

補
の
工
作
も
あ
っ
て
、
〈こ
う
な
る

政

治
経

済

的

側

面

の

視
貞

冨畢
3
際
政
治
か
ら
日
韓
条
約
締
緒

簡
一

を
見
る
こ
と
ほ
噸定
の
有
効

=葦
呂
を
掬
って
い
る
.
そ
れ
は
、

こ
の
条
約
維
結
が
ア
メ
リ
カ
の
戦
隠
諭

」
と
く
に
ア
ジ
ア
政
策
と
密
螢な
関
係

を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
目
本
・韓
国

の
夫
々
の
国
の
事
償
も
さ
る
こ
と癒
が

ら
、
ア
メ
⊃
カ
が
こ
の
条
約
締結
を
強

力
に
推
遙
し
た
事
冥
が
存
在
す
る
から

で
碧

ど

れ
に
つ
い
漂

、
〈
習

ジ
ャー
ナ
ル
〉
の
十
月
十
日
号
「日韓

こ
の
よう
な
状
勢
の
申
で
、
ア
メ
リ

カ
は
、経
済
危
機
に
あ
る
韓
国
の
立
場

を
強
力
にし
、
後
方
基
地
と
し
て
の
日

本
と
の
要
繋
を
密
擬
に
軍
事
体
制
を
登

える
こ
と
は
戦
陥
的
に
言
って
き
わ
め

て当
然
で
あ
る
.

そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な
日
韓
会
談
に

対
舞

運
動
は
ど
の
よ
う
な
過

程
を
歩
み
つつ
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

阻
止
翼
へ
の
視
貞

≡
三
韓
条
約
に
つ
い
て
社
。共
の

口H

政
党
が
ど
の
よ
う
な
見
解

=…
一一
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
田

に
閉
朝
鮮
に
た
い
す
る
日
本独
占
の経

済
的
進
出
の
道
を
開
く
も
の
であ
る
、

第
四
に
「三
矢
作
戦
」に
示
さ
れて
い
る

よ
う
な
日
本
の
軍
国
主
覆

活、
国
内

敢
治
の
反
助
化
に
つな
がる
。
以
上
の

諮
点
に
つ
い
ては
、ほ
ぼ完
全
に
見
解

が
一致
し
て
い
る
の
であ
る
。

こ
の
よ
う
な
見解
のも
と
で
革
新
側
は

ど
の
よ
う
な
逗
動
を
提
趨
レ
て
いる
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
の点
に関
し
て
は
日

韓
批
准
反
対
の「共
同
闘
争
」の
問
題
が

あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て意
見
の
対
立
が

あ
る
。
前掲
の
田
口さ
ん
の
論
文
に
お

い
て
、
社
会
の佐

木々
執
行
部
と
党
内

の
右
派
(江
田
派
。和
田
派
〉お
よび
総

評
の
ト
ソ
プ
・り
ー
ダ
ー
そ
れ
と
共
産

覚
の
三
書
の
聞
に
相
当
な
趣
見
の
対
立

が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
客

観
状
勢
に
お
い
て
、
経
済
の
危
機
感
の

深
刻
化
、
イ
ン
フ
レ
の
昂
蓮
、
中
小
企

業
の
相
次
ぐ
倒
産
、
消
費
物
価
の
恒
上

的
上
昇
な
ど
生
活
不
安
に
つ
な
が
る
諸

要
因
が
多
く
瑞
わ
れ
て
お
り
、
革
新
側

に
と
って
有
利
な
状
況
が
存
祉
す
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
闘
景
が
撞
り
あ

が
ら
な
い
の
は
如
何
な
る
理
由
に
よ
る

ノ

の
か
。
学
生
運
勤
の
一郎
の
潮
流
は
社

会
克
、
共
産
覚
の
闘
争
は
本
質
的
に
は

ヘゲ
モ
轟
隠
闘
争
で
あ
り
、
寓
剣
に
取

り
組
ん
で
い
な
い
と
非
難
し
て
い
る
.

確
か
に
、
社
会
冤
右
派
・総
御
幹
部
と

日
本
共
産
覧
の
問
に
根
強
い
相
桑
償

が
あ
り
、
日
共
に
ヘゲ
モ
ニ
ー
を
握
ら

れ
る
こ
と
を
極
度
に
警
戒
す
る
あ
ま

り
、
共
同
闘
争
に
本
腰
を
入
れ
ら
れ
な

い
内
部
事
構
が
存
在
し
、
そ
の
た
め
に

闘
争
の
薩
展
の
ブ
レ
ー
キ
と
な
る
。

政

治

の

不
条

理
と
の
対
決

つ
くさ
れ
た
照
じで
あ
る
け
れ
ど
も
、

上
原
琳襟
さ
んの
こ
と
ば
を
か
り
れ

ば
、僕
ら
にと
って
、
〈生
き
る
基
本

形
式
は
こ
れ
以外
に
あ
り
え
な
い
と
い

う
自
覚〉
で旦
聯会
談
反
対
の
論
理
が

構
築
さ
れ
、
現冥
化
さ
れ
て
き
た
で
あ

ろう
か
。
日韓
会
談
は
日
本
経
済
の
内

弱
点
を
鮮
決
する
こ
と
な
し
に
、
対
部

〈鰍
〉
へ
と
転
嫁し
て
いる
と
い
う
認

識
を
ど
こ
ま
でも
つき
つめ
て
い
か
ね

は
な
ら
な
い
。

日
韓
会
談
の
帰結
は
日
本
の
再
侵
略

の
問
題
で
、
日本
目身
の
問
題
な
の
で

あ
り
、
さ
ら
に
いえ
は
、日
韓
会
鮫
反

対
と
い
⊃
こ
と
の意
昧
は
韓
国
の
問
題

は
韓
国
に
ま
かす
と
い
う
こと
で
あ

り
、
そ
の
こ
と
を濃
返
せ
は
日
本
の
こ

と
は
日
本
に
ま
か
せる
と
い
う
こ
と
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

そ
う
い
う
地
点
に根
を
お
ろ
さ
ない
論

拠
は
た
い
し
た
意味
を持
ち
え
な
く
な

る
。
た
と
え
は
韓
鮮
の分
裂
を
固
定
化

す
る
か
ら
反
対
だと
いう
よ
う
なこ
と

は
認
識
と
し
て
は
誤り
で
は
な
いで
あ

ろ
う
け
れ
ど
も
、重
み
を保
有し
え
な

い
の
で
あ
る
.

〈支
配
民
族
に
は
被
支
配
民
族
の
心
は

つ
い
に
分
ら
ぬ
〉
(展
望
U
月
号
小
松

貼璽
v◇
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
〈
骨
陥

を
は
ね
返
し
て
平
和
を
か
ち
と
る
基
本

的
な
力
は
つ
ね
に
た
だ
一つ
、
慢
略
さ

れ
た
現
場
の
人
民
V
(寺
尾
論
文
)
と

い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
僕
ら
侵
略
側
の

人
民
に
と
って
、
出
来
う
る
こ
と
は
、

自
国
の
支
配
者
と
の
対
決
に
よ
っ
て
、

韓
国
突

民
と
同
}憲
餓
を
も
ち
う
る

こ
と
だ
け
で
あ
る
.

日
本
の
近
代
更
が
(慢
略
の
歴
史
)

で
韓
国
の
近
代
史
が
(受
難
の
歴
史
)

で
あ
った
、
こ
の
二
つ
の
事
冥
を
同
時

に
解
決
す
る
道
糧
を
さ
ぐ
ら
な
け
れ
は

な
ら
な
い
.
E
本
に
は
抵
抗
が
な
い
と

い
わ
れ
て
、
ひ
さ
し
い
し
、
い
ち
は
や

く
近
代
化
U
た
筈
の
日
本
が
大
衆
的
な

基
盤
で
の
近
代
化
に
遅
れ
を
と
った
こ

と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
}2
姑歴
史
の
現
実
を
転
復
さ

せ
る
か
、
さ
せ
な
い
か
、
日
本
人
の
こ

れ
ま
で
の
思
考
様
式
に
撤
底
し
た
執
拗

さ
で
せ
ま
る
契
機
と
し
て
日
韓
間
題
を

自
覚
し
な
け
れ
はな
ら
な
いこ
と
は
た

レ
か
であ
る
.

「ア
メ
リ
カ
に蝋
人
間
題な
ど
と
い
う

も
の
はな
い
。
あ
る
のは
白
人
問
題
だ

け
で
あ
る
」
と
い
う
こと
ぱ
を
も
じ
る

な
ら
ば
「日
本
に
は
日醜
問
題
な
ど
と

い
う
も
の
は
な
い
。
あ
る
のは
日
本
人

自
身
の
問
題
だ
け
で
あ
る
」と
い
う
こ

と
が
で
き
よ
う
。

こ
う
い
う
視
慮
に
た
つと
き
、
僕
ら

に
〈
生
き
る
形
式
に
は
こ
れ以
外
に
あ

り
え
な
い
と
い
う
目賞
〉
を
どの
よ
う

に
し
て
生
か
す
か
殺
す
か
の
岐路
に
た

た
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
ある
.

B
韓
会
鮫
を
終
緒さ
せ
た
日本
独
占

の
認
臓
が
償
ら
の
対
極
に
あ
り、
そ
れ

ら
を
打
つ
こ
と
と
は
、
い
かな
る
作
業

を
意
味
す
る
の
か
。

強
力
を
有
す
る
も
の
が
勝
つ
のだ
と
い

う
極
と
論
理
の
正
当
性
を有
する
も
の

が
勝
つ
の
だ
と
い
う
極
の
聞
にゆ
れう

ご
く
政
治
力
学
の
不
常
理
と対
決
し
て

僕
ら
の
位
柑
を
定
め
る
時
が
来て
い
る

(佐
)

≡
三「

こ
ろ
で
僕
ら
は
こ
こ
で
一

と

歩
す
す
め
て
、
昌

会
談
の

一一一…

底
洗
を
う
ず
ま
い
て
い
る
日

本
と
韓
国
の
病
根
を
確
認
す
る
と
こ
ろ

ま
で
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
.

そ
れ
は
僕
ら
に
と
って
日
韓
会
警
の

も
つ
意
味
の
反
劉
な
の
で
あ
る
。

日
韓
会
談
の
現
実
を
ど
の
よ
う
に
認

識
す
る
か
と
い
う
地
点
は
す
で
に
論
じ
・
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非
歴
史
的
歴
史
意
識
に
つ
い
て

十
一
月
窮
テ
ー
マ
に
思
う

肇
韮
3・(
一Y
…
…5

今
年
炭
の
十
一月月
祭
統
一テ
ー
マ

が
、
去
る
九
月
二
十七
日
、
同
祭
築
行

委
員
会
か
ら
発
衰さ
れ
た。
そ
れ
に
よ

る
と
「新
し
い
歴更
は
ぼ
く
ら
の
手
で

1
迫
り
く
る
嵐
の中
、
わ
だ
つ
み
の
声

を
の
り
こ
え
て葦
(以
下
略
)
」
と
い

う
も
の
で
、過
去数
回
の
十
一月
祭
を

見
て
き
た
もの
にと
って
は
極
め
て
異

色
に
映
る
も
の
であ
った
.
昨
年
の
テ

ー
マ
「ああ
自
然
死
ー
ナ
シ
ョナ
リ

ズ
ム
の再
隼
ζ戦
後
民
主
主
蕊
に
つ
い

て
」
、
一昨
年
のそ
れ
「噛
む
時
は
曾

葉
を
考
λ
るな
」
と喬
年
度
の
そ
れ
と

を
比
較
し
てみ
る時
、
そ
の
相
泣
が
い

か
に
大
き
い
も
の
であ
る
か
が
わ
か
る

で
あ
ろ各
。
単
婆
Oニ
ュア
ン
ス
の
相

逗
と
い
った
程
度
で
は
な
いの
で
あ
る

で
は
何
故
こ
の
よ
う
な
断層
が
生
じ

た
の
か
。
旧
釆
の
も
の
と
は水
と
油
ほ

ど
に
も
進
う
テ
ー
マ
が
、
わ
つ
かの
縛

蕉
を
塊
い
に
し
て
生蔦
て
きた
ので
あ

ろ
う
か
。

こ
の
間
い
に
は
、
あ
る
麻
味で
は
至

極
明
快
な
答
え
が
返
っ
てぐ
る
で
あ
ろ

う
。
す
な
わ
ち
、
岡
学
会中
執
の
勢
力

分
布
図
に
大
幅
な
変
駒
があ
り
八
旧
主

流
派
闘
社
学
同
、
マ
ル
問そ
の
他
↓
民

青
11統
一派
に
権
力
が
移
った
)
、
事

実
上
十
一月
祭
を
助
かし
てゆ
く聞
学

会
の
中
枢
が
以
前
の
主
流
派ど
は
思
想

的
に
異
う
た
人
々
に搬
ら
れた
の
で
あ

る
か
ら
、
十
一月
祭
の
思
想的
シ
ン
ポ

ル
ー1
統
一デ
ー
マ
が
異
な
るの
は
当
然

で
あ
る
、
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
断
細

は
大
き
す
ぎ
は
し
な
い
か
。
断
絶
が
悪

い
と
い
う
の
で
は
な
い
.
し
か
し
こ
れ

で
は
全
く
過
去
の
全
否
定
で
あ
る
.
い

や
、
全
否
定
も
悪
い
と
曾
う
の
で
は
な

い
。
た
だ
、
思
想
的
に
過
去
を
全
否
定

す
る
以
上
、
そ
れ
に
は
そ
れ
な
り
の
手

続
き
が
必
翼
な
の
で
あ
る
.
過
去
の
思

想
的
検
既
を
抜
き
に
し
て
は
出
来
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

。…
…
…
(一一)
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「第
七
同
十
一月
祭
が
過
去
六
向
の

十
一月
祭
を
抜
き
に
考
え
ら
れ
な
い
よ

う
に
、
今
年
の
テ
ー
マ
も
あ
る
憲
味
で

は
過
去
の
テ
ー
マ
を
抜
き
に
し
て
は
考

え
ら
れ
な
い
」
(十
一月
祭
事
務
局
畏

松
永
君
の
本
社
依
頼
原
稿
よ
り
、
傍
点

牽
串3
こ
と
は
当
然
す
ぎ
る
ほ
ど
当
然

で
あ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
或
る
鰍

聴
では
と
い
う
よ
り
も
全
て
の
意
味
で

と
智
い
弼
え
る
必
嬰
が
あ
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
れ
にも
拘
ら
ず
過
去
六
度

の
十
一月祭
がど
れ
ほ
ど
真
面
目
に
考

え
ら
れ
た
と
いう
ので
あ
ろ
う
か
。
ど

れ
ほ
ど窺
剣
な総
麹

なさ
れ
た
と
い

う
の
であ
ろう
か
。
テ
ー
マ脱
明
な
ど

を
見
る
限
りで
は
、
そ
の
様
な
こ
と
が

な
さ
れ
て
いる
よ
う
に
は
思
え
な
い
。

目
に
つ
く
のは
〃あ
ま
り
に
も
ひ
と
り

よ
が
り
4と
か
(過
去
の
テ
ー
マが
)

ρな
ん
の
こと
歴
さ
っぱ
り
りか
ら
な

い
躍
と君
った
論
理
以
前
の
批
判
ば
か

り
であ
る
。

学
生
の現
在
状
況
的
な
把
握
、
ま
た

は
学
生
層
の大
衆
的
、
集
約
的
な
共
同

作
業
の
困難
さ
が
一朝
に
し
て
解
消
さ

れ
る
も
の
でも
あ
る
ま
い
。
そ
れ
故
、

〃本祭
に入
る
や
、
大
学
は
閑
敢
と
な

う
て
し
ま
4
わ
ざ
る
を
得
な
か
った

(ま
た
は当
然
そ
う
あ
る
こ
と
を
予
期

し
て
いた
)
と
い
う
現
実
を
、
否
定
的

にし
ろ
媒介
に
レ
な
い
で
、
【体
ど
ん

な
作
業
がで
き
る
と
い
う
の
か
。
十
甲

月
楽
と
い
う
同
じ
器
で
何
かを
創
造
し

て
ゆ
こ
う
と
す
る
以
上
、そ
れを
怠る

の
は
致
命
的
で
は
な
い
の
か。

;
8・(三
)
…8乙

以
上
見
て
き
た
様
に
、
先人
の
試
行

鋼
韻
を
激
識
的鋲
慧識
的
に無
視
す
る

盗
兀か
ら
出
さ
れた
テ
ー
マ
が現
荏
酌

な
有
効
性
を
あ
ま
り期
待
でき
な
いの

は
自
明
で
あ
ろう
.
雁
史
意
融の
高
揚

を
蟹
謂
し
て
い
る
か
に
見
え
る今
回
の

テ
ー
マ
が
、
か
っ
て
ア
メリ
カ占
領
軍

を
(解
放
蹴
V
と
呼
ん
で
蝉
か
らな
か

った
日
共
指
纏
部
の
パ
ー
ス
ペク
テ
ィ

ブ
(歴
史
的
焔
視
力
)
の欠
如
の頚
返

し
で
し
か
な
い
の
は
、
皮
肉な
こと
で

あ
る
。
十
一月
祭
と
い
う
自
己史
を
無

視
し
て
、
歴
史
意
識
もな
いも
の
で
あ

る
。
〃
「大
東
曜
戦
争
欝
定
論
」
が大

手
を
叔
って
横
行
し
、
戦
鮪
擬
芙
の子

供
向
け
マ
ン
ガ
が
増
え
て
い
る
"
と
い

う
安
っぽ
い
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
なみ
の

現
状
分
析
。
(モ
れ
が
低
漕蔽
層
向
け

の、
と
竃
う
の
な
ら
笑
止
で
あ
る
)
そ

の
よ
う
な
意
識
か
ら
生
れ
た
〃迫
り
く

る
嵐
4
と
は
一体
ど
の
よ
う
な
もの
で

あ
ろ
う
か
。
疑
問
符
を
提
出
せ
ざ
る
を

得
な
い
所
以
で
あ
る
。

十
「月
祭
を
前
に
し
て
、
わ
れ
わ
れ

は
、
以
下
の
こ
と
を
確
認
す
る
必
要
が

あ
る
。
そ
れ
は
、
過
表
六
度
の
十
一月

奈
が
旧
主
流
派
の
行
な
った
十
一月
祭

で
あ
る
が
故
に
無
視
す
る
、
と
い
う
悪

し
き
政
治
主
義

(こ
れ
は
か
っ
て
の

〃安
保
全
学
連
"
を
自
派
の
ヘゲ
モ
ニ

ー
の
非
員
徹
性
の
故
に
評
価
し潅
い
と

い
う
態
展
と
同
断
で
あ
る
)
を
容
認
す

べき
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

っま
り
、
そ
の
よ
う
な
政
治
主
義
で
律

せ
ら
れ
る
も
の
に
、
文
化
運
動
の
名
を

簡
称
す
る
柵
利
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
同
時
に
、
、
我
々

が旧
釆
の
〃散
治
の
論
理
"
を
も
変
革

す
る途
上
に
あ
る
こ
と
を
示
す
あ
ろ

う
.

"偏
西
吏
観

"を
排
除

　
人丈書院版

世界の歴史一
古
い
世
界
史
像
の
錯
覚
の
打
破
を

[

ー

前

川

貞

次

郎

世
界
地図
の技

影
法
で
最
も
ひろ

く
用
いら
れ
て
い

る
も
の
に
メ
ルカ

ト
ー
ル
図法
が
あ

る
。
こ
の
図
法
は

方
角
を
止
確
に
示

す
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
航海
、
航
鐙
用
地
図
と
し
て
は

適
し
て
い
る
が
、
距
離
や
面
績
は
縄
度

の
高
方
に
な
る
ほ
ど
大
きく
な
る欠
魚

が
あ
る
。
た
と
えば
北
綿
四
〇
度
以
北

が
大
部
分
を
し
め
る
ヨ
ー
ロ
ソ
バが
、

ほ
と
ん
ど
簿
面
績
の
イ
ン
ド
よ
り
盛罪

常
に
大
き
く
示
さ
れ
る
こと
にな
り
、

あ
た
か
も
ヨ
ー
ロ
ソバ
は
「大
随
」

で
、イ
ン
ド
は
ア
ジ
ア
大陀
の
「半
島
」

の
よ
う
な
鎧
覚
を
あ
た
え
る
こ
と
に

な
る
。
と
こ
ろ
が
長
い
間
、
多
く
の
新

聞
・雑
誌
・省
物
に
こ
の
図
法
が
用
い

ら
れ
てき
た
た
め
、
こ
の
錨
覚
が
鏡
覚

と
し
て自
覚
さ
れ
る
こ
と
が
な
飛

あ

たか
も
事
契
で
あ
る
か
の
よ
う
に
受
け

と
ら
れ
、
いろ
ん
な
点
で
悪
影
響
や
齪

解
を
生ん
で
き
た
。
(た
と
え
は
今
日

のイ
ン
ド
状
勢
に
つ
い
て
も
、
イ
ン
ド

を
「大
随
」
と
し
て
と
ら
え
な
い
こ
と

から
く
る
理
解
の
閑
難
さ
が
あ
る
.
)

メ
ル
カト
ール
図
法
に
よ
る
世
界
地
図

は
、極
雷す
る
と
、
「ヨ
ー
ロ
ソバ
」

を
過大
視
し
た
地
理
的
世
界
像
だ
と
い

える
。

こ
れと
同
じ
こ
と
が
、
い
ま
ま
で
の

世
界史
像
に
つい
て
も
い
え
る
.
多
く

の人

が々
、
あ
た
か
も
事
実
と
し
て
儲

じ
て
いる
世
界
更
の
主
醐
は
、
古
代
オ

リ
エン
ト
か
ら
ギ
リ
シ
ア
・ロ
ー
マ
を

通じ
て
ヨ
ー
ロ
ソバ
、
と
く
に
西
ヨ
ー

ロ
ソ
バに
流
れ
隔
そ
こ
か
ら
世
界
に
拡

大
す
る
と
いう
ふ
う
に
、
い
わ
ば
菓
か

パ
人
を
除
い
て
は
、
洗
れ
も
侵
じ
な
い
一

で
あ
.りう
。
国
隆
政
治
に
お
け
る
世
界

の
多
秘
化
・多
元
化
と
と
も
に
文
化や

文
明
の
多
極
化
、
多
元
化
を
認
め
な
い

わ
け
に
は
め
か
な
い
.
と
す
れ
ば
偏
面

一

的
錆
覚
に
基
づ
い
た
世
界
叉
像
が
修
正
一駒

さ
れ
な
け
れ
は
な
らな
い
の
も
当
然
で

あ
る
。

㎝一

第
二
次
大
戦
後
の
騰
史
研
究
の
一つ
一

の
庄
目
す
べ
き
傾
向
に
、
地
域
史
(地
}

礁
麟
講
聖皿

し
て
験
じ
ら
れ
て
き
た
傾
同
が
あ
る
。
一

い
い
か
え
る
と
・
い
嚢

で
叢

研
究
㎝

の
対
象
と
し
て
は
突
行
不
可
能
と
繕
え

ら
れ
て
き
た
世
界
史
の
研
究
を
、
地
方

史
研
究
や
国
民
的
研
究
な
ど
と
な
ら
ぷ

　

独
自
の
対
象
と
方
法
を
も
う
歴
史
研
究
.}

の
一分
野
と
し
て
、
設
定
し
よ
う
と
い

う
努
力
で
あ
る
'
こ
の
努
力
は
ま
だ
鼠
一

案
の
域
を
出
て
い
な
い
が
新
ら
し
い
世
一

界
史
の
構
想
と
し
て
注
目
に
儒
す
る
も

　

の
を
ふ
く
ん
で
い
る
。

「

新
ら
し
い
世
界
更
を
樋
想
す
る
前
一

に
舌

い
世
界
毒

の
羅

を
藻

型
【

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
出
「

麓
雑
黎
雛
謎

ギ
リ
シ
ァ
の
歴
史
を
ポ
リ
ス
(都
市
国

家
の
発
展
、抗
争
の歴
史
九良
主嗣
の
鵡

展
の
歴
史
に
焦
点
を
あ
て
て
み
る
よ
り

は
、
ペ
ル
シ
ア
帝
国
と
の
闘
遮
を
翼
視
一

し
て
考
え
直
す
こ
と
が
必
喪
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
西
ロ
ー
マ
帝
国
の
滅
亡
を
古

代
文
明
の
段
落
と
し
て
重
視
す
る
の

も
、
明
ら
か
に
偏
西
史
観
で
あ
り㌔
粛

ロ
ー
マ
(ビ
ザ
ン
ソ
)
帝
国
や
旨ら
に

東
の
イ
ン
ド
・中
国
の
文
明
に
対
し
、

こ
の
現
象
が
果
し
て
ど
れ
だ
け
の
憲
味

を
も
つ
か
考
え
直
し
て
み
る
必
要
が
あ

る
.ヨ

ー
ロ
ッパ
の
い
わ
ゆ
る
「中
世
」

を
、
世
界
史
に
お
け
る
「中
世
」
の
代

吸
と
し
て
場
え
る
見
解
は
、
最
も順
ま

うた
見
解
で
あ
り
.
世
界
史
的
見
地
よ

り
す
れ
は
、
概
じ
時
期
の
イ
ス
ラ
ム
や

中
国
文
明
に
比
し
て
こ
の
ユ
ー
ラ
シ
ア

大
陵
の
北
西
部
の
一
地
域
の
文
化
は
、

は
る
か
に
後
進
的
で
、
十
字
冠
戦
士
の

う
け
た
「策
方
の
簸
異
」
を
卒
直
に
認

め
る
へき
で
あ
ろ
う
。
ま
た
モ
ン
ゴ
ル

勢
力
や
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
の
世
界
史

的
意
義
を
も
うと
高
く
評
価
さ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
.

近
代
ヨ
ー
ロ
ッパ
の
膨
張
が
世
界
史

的
立
場
か
ら
み
て
も
画
期
的
重
要
性
を

も
つ
こ
と
は
否
定
し
え
な
い
が
、
そ
れ

を
外
部
的
拡
大
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
世
界

への
影
響
だ
け
か
ら
み
る
の
は
、
決
し

て
十
分
で
は
な
い
。
膨
張
に
よ
って
生

じ
た
反
作
用
、
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
が

ヨー
ロ
ッパ
自
体
に
及
ぼ
し
た
影
響
1

い
ま
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
て
さ

た
ー
を
も
っと
重
視
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
こ
の
点
を
解
明
し
な
い
限
り
、
現

唆

の
芒

い
繹

は
不
可
能
で
あ
}

わ
れ
わ
れ
は
い
ま
世
界
史
を
根
本
的

に
見
颪
し
、
書
き
改
め
る
べ
き
時
期
に

立
って
い
る
.
そ
れ
に
は
ま
ず
世
界
更

京
都
学
派
の
現
役
の
歴
史
学
者
を
総
勤
員
し

旧
来
の
史
観
や
構
想
を
嗣
新
し
た
全
く
新
し
い

万
人
向
き
の
歴
史
書
.
コ
ン
パ
ク
ト
な
全
七
巻

文
振薔京都1103都仏光寺高禽

要
約
す
る
と
…
…

口
面
白
い
糧
非
常
に
新
鮮
■
理
解
し
や
す
い
●

歴
史
の
流
れ
を
巧
み
に
表
現
し
て
い
る
■
申
し

分
の
な
い
内
容
■
新
し
い
史
観
が
躍
動
し
て
い

る
■
す
べ
て
が
斬
新
で
魅
力
的
■
単
な
る
史
実

の
列
挙
を
脱
し
て
深
い
思
想
的
背
景
が
う
か
が

わ
れ
る
■
歴
史
の
復
習
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い

本
■
惜
し
み
な
く
時
間
を
奪
う
書
…
…
・:等
々

こ
の
「世
界
歴
史
」
に
は
続
女
と
賛
辞
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

内
容
見
本
呈

中
山
治
一
・猪
木
正
道
編
集

価
§

円

7
現
代
の
世
界

人

有
光
教
一
・樋
口
隆
康
編
集

価
吾
ロ
円

1
先
史
の
世
界

考
古
学
は
こ
ん
な
に
進
歩
し
た
の
か
、
有

更
以
前
の
人
類
の
足
跡
を
こ
れ
ほ
ど
見
事

に
整
理
し
記
述
し
た
書
は
か
つ
て
な
か
っ

た
、
等
々
、
識
者
間
か
ら
も
驚
嘆
と
絶
讃

を
あ
び
て
い
る
一巻
。

ら
西
へ
流
れ
、
西
に
お
い
て
損点
に
達

一蝿す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
明
らか
に

西
に
視
座
を
す
え
て
ふ
り
か
え
った
西

ヨ
ー
ロ
ソ
バ
中
心
の
世
界
史
像
で
あ

商
規
鰯

聾

顯

響

ず
導

「東」霧

三
酉

の
文
明
と
対
置
さ
れ
、
そ
の多
様
性
、

独
自
性
は
無
視
さ
れ
る
。
だ
いた
い西

半
球
の
北
の
陸
地
部
分
の
潴
文明
を
「

東
」
と
「西
」
、
「オ
リ
ェ
ント
」と

「オ
ク
シ
デ
ン
ト
」
に
分
け
、
「西
」

「オ
ク
シ
デ
ン
ト
」
を
ヨ
ー
ロ
ソバ

で
代
表
す
る
考
え
方
は
、
そ
も
そも
メ

ル
カ
ト
ー
ル
式
歴
史
像
で
あ
り、
「東

方
」
の
不
当
な
純
視
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
世
界
像
や
世
界
史
像

が
、
餓
覚
と
し
て
で
は
な
く
事
異と
し

て
通
用
し
て
き
た
根
拠
は
、
いう
ま
で

も
な
く
十
六
世
紀
以
後
の
世
界
にお
け

る
ヨ
ー
ロ
ソ
バ
の
優
位
と
い
う
扇
笑
に

あ
る
。
こ
の
篇
契
が
行
続
し
た限
り
、

鯖
覚
が
事
実
と
し
て
通
用
しえ
た
。
し

一都
雛
塑
襲
ほ丑

第
三
回
発
売
中

羽
田
朋
。
日
比
野
丈
夫
編
集

価
六8
円

4
東
ア
ジ
ア
世
界

複
雑
に
ゆ
れ
動
く
現
代
の
ア
ジ
ア
情
勢
は
、
広
い
視
野
に
立
っ
た
歴

吏
的
展
望
な
し
に
は
理
解
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
、
中
国
・
イ
ン
ド

・
北
ア
ジ
ア
・
中
央
ア
ジ
ア
。
朝
鮮
・
日
本
な
ど
を
含
む
大
き
な
東

ア
ジ
ア
世
界
を
設
定
し
、
充
実
し
た
執
筆
陣
が
、
そ
の
長
い
歴
史
的

発
展
を
跡
づ
け
、
そ
の
独
自
の
文
明
を
明
る
み
に
出
し
、
興
味
あ
る

問
題
を
詳
述
し
て
い
る
。

2
オ
リ

エ
ン
ト

・
地
中
海
世
界
-

次
回
配
本

像
の鎖
寛
を
打
破
す
る
こ
と
が
必
要
で

一あ
る
.(京

大
文
学
部
教
恨
・西
洋
史
)
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聞瀞鰻肉悌錦(第3種鄭傾隔認範D篤1259号`3)

〈離
難
験
鐙
㌶
鎚

灘
が
明
ら
か
に
か
たま
り
、別
の
極
魚
へ

と
集
中
す
る
。
〈
物
語
〉戦
後
文
学
史

を
書
く
と
い
、
、評
行
論
への
批
判
の

み
が
望
.
』
オ
り
う
る
。と
は
い
え
こ

の
視
点
は
す
で
に
決
這陶
に他
の
}人

の
批
判
者
に
よ
っ
て
提
示さ
れ
て
い
る

も
の
に
舞

い
が
.

昭
和
三
十
八
年
一倉
十目
号
の
く日

本
続
書
新
聞
V
で、
吉
本隆
明
の
〈戦

後
文
学
論
の
思
想
〉
を
読ん
だ
こ
と

が
、
ぼ
く
の
戦
後
文
学
へ
の批
評
原
理

を
導
き
だ
す
も
の
であ
った
。
次
の
よ

う
な
論
理
が
、
吉
本
の戦
後
文
学
に
関

す
る
い
く
つ
も
の
文
章
を
あら
ため
て

理
解
す
る
な
に
よ
り
の
手
がか
り
と
な

った
.〈

「戦
後
」
と
い
う概
念
は
、
い
う

ま
で
も
な
く
体験
と
し
ての
戦
争
が

つ
ぎ
に
こ
の
体験
が
強
いる
課
題
を

ほ
りさ
げ
る
こ
と
が
、世
界
史
の
共

間
性
に
到
達
す
る
ゆ
い
つ
の逓
路

で
あ
る
と
い
う
繕
え
かた
のな
か
で

の
み
成
立
し
ま
す
。わ
た
し
たち
の

体
験
レ
た
第
二
次
「大
戦
」が
、
あ

ら
ゆ
る
世
界
の
「大
戦
」か
ら
孤
立

し
て
お
り
、
わ
定
レ
たち
の戦
争
体

験
が
、
あ
ら
ゆ
る
世界
の戦
震
籏

か
ら
孤
立
し
て
い
る
と
いう
認
識
が

な
け
れ
ば
、
璽「戦
後
」を
間
う
と
い

う
ζ
と
が
憲
昧
をな
さ
な
いは
ず
で

こ
の
共
通
の
な
か
では
、
「近
代

立
牽
」
派
の
爺
客
た
ち
も
、
戦
争
の

記
憶
も
な
い
轡
年
た
ち
も
、
立学
と

し
て
の
ひ
と
つ
の
躁
題
を
も
つ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

も
し
も
、
戦
争
の
記
憶
す
ら
な
い

文
学
の
青
年
が
、
じ
ぷ
ん
の
直
腸
を

通
り
、
社
蚕
的
塚
腸
讐
と
し
て
襟
伍

ノて
い
る
「労
働
者
」
や
「大
衆
」

に
、
い
わ
ぱ
じ
ぶ
ん
自身
に
、
問
い

か
け
る
以
外
に
は
、
世
界
史
の
共同

性
への
通
路
は
存
在
レ
な
い
と
い
う

こ
と
を
確
認
で
き
る
な
ら
は
、
かれ

は
戦
後
文
学
論
の
範
彫
に
あ
ると
い

う
こ
と
が
で
き
ま
す
〉
(〈
模写
と

鏡
V
よ
り
引
用
)

こ
れ
を
手
が
か
り
と
し
て
吉
本
の
く

戦
後
文
学
は
何
処
へ
行
っ
た
か〉
賂く

芸
術
的
抵
抗
と
挫
折
V
所
収
ソ
か
ら
〈

覆
表
更
v
(
へ嘉
にと
。
墜

と
は
港
に
か
V
第
一巻
)
に
至
る賭
篇

p嚢

む
き

、
金
覆
峯

〉
指

、

戦
後
立
学
〈論
〉
の
、
つ
ま
り
理
論
の

対
象
と
し
て
そ
の
本
質
を
明
ら
か
に
さ

る
べき
も
の
と
し
て
、
そ
の
よ
うな
視

角
か
ら
の
み
あ
ら
わ
れ
て
く
る
存
在
性

で
あ
る
.

本
多
秋
五
に
〈物
語
戦
後
文
学
更
〉

の
執
筆
浄
う
な
が
レ
陀
も
の
、
か
れ
が

こ
の
響
書
で
扱
溜
う
と
レ
た
と
こ
ろ
の

金
覆
文
学
〉
な
る
も
の
は
、
突
は
戦

後
文
学
と
よ
ぱ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、

敗
戦
後
の
教
年
間
に
お
け
る
現
突
的な

事
件
の
運
鎖
と
し
て
そ
の
当
事
轡
(で

あ
る
響
者
)
の
体
験
を
颪
接
的
に
含
ん

で
あ
ら
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ

は
む
し
ろ
〈戦
後
派
文
攣
〉
と
よ
ば
る

ぺき
現
象
態
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ

る
.お

そ
ら
く
本
多
秋
五
は
、
現
象
態
と

し
て
の
く戦
後
派
文
学
V
の
消
失
が
、

そ
れ
自
体
と
し
て
戦
後
文
学
史
の
モ
テ

イ
ー
フと
し
て正
当
で
あ
り
、
戦
後
文

,学
史
の主
題
を
展開
し
導
い
て
ゆ
く
も

痂
奪
の黎
整
毒

2
歪

い

た
か
、あ
る
い
は
そ
れ
以
前
の
と
こ
ろ

で焦
った
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
.

〈
いわ
ゆ
る
「未
曽
有
の
繁
栄
と
乗

葡
宥
2
麗
」
が
相
た
婁
え
て
わ

れ
わ
れ
を
訪れ
た
の
で
あ
る
.
こ
の

よ
う
な変
化
は
一体
ど
う
し
て
お
こ

うた
の
だろ
う
?
私
は
戦
後
文
箏
の

発
展
を跡
づ
け
る
に
あ
た
うて
、
こ

の素
朴な
「驚
異
」
を
提
灯
の
よ
う

に
ブ
ラ
さ
げ
て
歩
い
て
み
た
い
〉

(第
一冊
)

と
い
う
と
こ
ろ
が
ら
、
こ
の
〈物
語
〉

は
一九
五
八
年
に
書
き
は
捗
め
ら
れ
、

〈週
刊
饒
書
人
V
に
五
年
余
り
遅
載
さ

れ
た
。
〈そ
こ
で
私
は
、
さ
き
に
いう

総
晒騨
弱
盤
瀦
獲

し
て
第
三冊
の
く
緬
ぴ
の
鴛
累
V
で
、

そ
の
他
く
罫
糞

る
と
こ

ろ
の
、
懲
馨

定
齢
へ
の言
及あ

る
い
は
戦
後
文
掌
の
終
了
期
へ
のこ
だ

わ
り
に
お
い
て
、
か
れ
の
い
う
即
興
の

混
乱
ぷ
り
が
み
λ
る
の
であ
る
.

〈
一九
五
六
年
に
、
申
野
好
夫
が

「も
は
や
,戦
後
4
で
はな
い」
と

轡
い
た
と
き
、
私
は
一方で
そ
の
立

言
の
正
し
さ
をみ
と
め
な
が
ら
、
そ

れ
を
み
と
め
たく
な
い気
持ち
を
他

力
に
感じ
た
。現
在
の私
は
、
【九

五
六
年
は
たし
か
に
も
はや
「戦
後

」
で
はな
い、
そ
れ
は
す
で
に
歴
史

の新
し
い段
階
に
ふ
み
込
ん
で
い
る

と
話
える
。
あ
の
と
き
私が
、
中
野

好
夫
の立
言
を
み
と
め
た
く
な
い
気

持
を
騨
じた
の
は
、
つ
ま
り
、
戦
争

体
験
を
忘れ
た
く
な
い
、
と
い
う
こ

と
で
あ
った
ら
し
い
(第
三
冊
)

か
た
を
慧味
す
べき
な
の
で
あ
る
。
本

多
秋
五
は
そ
の
よ
う
な
位
撮
の
と
め
か

た
を
、
外
か
ら
の
影
響
に
よ
って
し
ば

し
ば
う
な
が
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と

に
全
く
無
意
識
で
は
あ
り
え
な
か
っ

た
。
そ
れ
ゆ
λに
こ
の
〈物
語
〉
を
嘗

いた
に
ち
が
い
な
い
。
で
は
あ
る
け
れ

ど
も
、
か
れ
の
批
捌
的決
断
は
、
あ
ま

り
に
弱
い
。

敗
戦
直
後
の
多
様
な
解
体
や
混
乱
が

当時
の
文
宇者
た
ち
に
与
え
た
も
の
を

蕾
者
ほ
、
奥
野
健
男
の
い
う
会
管
我

の崩
壊
V
に
よ
って
脱
明
し
て
い
る
.

そ
れ
を
手
が
り
に
し
て
こ
の
く物
語
戦

後
文
学
中◇
の
構
造
を
考
え
て
ゆ
≧

、
当
の
本
多
秋
五
の
文
学
観
そ
れ
目
体

は
、
実
は
必
ず
レ
も
〈超
自
我
の
崩
壊

〉
に
見
舞
わ
れ
た
わ
け
で
も
な
く
、
む

し
ろ
A超
自
我
V
と
よ
ぷ
の
が
ふ
さ
り

し
い
よ
う
な
固
走
観
念
が
、
か
れ
の
態

度
の
即
興
性
を
ワ
ク
づ
け
し
て
い
る
と

お
ムえ
て
く
る
。

そ
れ
は
、
党
(マ
ル
ク
ス
主
麟
)
ー

小
説
(西
欧
的
ロ
マ
ン
)
1
批
評
(ア

ン
チ
・ド
グ
マ
と
い
う
限
り
で
)
と
い

う
三
様
の
超
意
識
の
循
環
体
で
あ
る
。

こ
の
循
環
体
ζ
そ
こ
の
三
冊
のす
べ
て

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
超
自
我
的
な循

環
体
を
う
え
に
お
い
て
は
じめ
て
、か

れ
の
い
う
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
思想
と

し
て
の
実
体
を
う
る
の
で
あ
る
。

〈物
語
戦
後
文
学
史〉
に
扱
わ
れ
て

唖

私
が
こ
の
大
学
に
入
っ
た
の

は
一九
二
六
年
の
春
で
あ
るか

ら
、
も
う
、
か
れ
こ
れ
四
十
年

も
前
の
話
で
あ
る
。
こ
の頃
の

日
本
は
、
経
済
的
に
は安
定
し

て
い
て
、
今
の
学
生と
は
ち
が

い
、
悪
ま
れ
た
環
撹
で勉
強す

る
こ
と
が
で
き
た
。
高
鱒学
校

ロ頃
に
は
、
日
本
語
で
書か
れ
た
数
学
書が
ほ
と
ん
ど
な
虫

ど

う
し
て
も
、
外
国
、旧で誉
か
れ
た
も
の
の
厄
介
に
な
ら
ね
は
な

ら
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
「新
刊
醤
」
をあ
さ
る
た
め
に
、
丸

善
へ
足
を
運
ば
ね
ぱ
な
らな
か
った
。
そ
の
頃
の
丸
醤
は
、
三

灸
通
に
あ
って
、
日
本
家屋
の低
い
店
舗
で
、
店
員
も
、
和
服

で
あ
った
が
、
た
く
さん
の
近着
薔
鯖
を
な
ら
べて
い
た
。
し

た
が
って
、
私
ど
も
学
生に
と
っ
ては
、
新
刊
轡
の
図
嘗
館
の

よ
う
な
も
の
で
あ
り、
立
ち
舗
み
を
す
る
場
で
も
あ
うた
。

数
学
以
外
の
もの
で
、
む
さ
ぼ
り
続
ん
だ
と
思
わ
れ
る
の

歴
史
書
に
も
関
心

で
ロ
マ
ン
テ
ィ
ック
・り
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
も
と
つ
い
た
教
青
を

受
け
、
「学
を
た
のし
む
」
こ
と
を
教
え
ら
れ
て
い
た
の
で
、

何
で
も
読
ん
だ
。手
あた
り
し
だい
に
読
ん
だ。
し
か
し
、
現

代
の
よう
な、
出版
洪
水
と
い
った
状
態
で
は
な
く
、
「文

躍
」
も
、
翼
一波文
庫
」
だけ
、
と
い
った
頃
で
あ
る
が
、
じ

め
岩
波文
躍
が高
校
生
に
与
え
た
影
斜
は
大
き
い
も
の
で
あ
っ

た
。大

学
に入
る
と
、
専
門
の
学
間
に
追
わ
れ
て
、
ほ
か
の
本
に

眼
を通
す暇
が
、
な
か
な
か
作
れ
な
か
った
.
そ
れ
に
、
そ
の

9●…oo・一●
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に、
ウ
エル
ズ
の
「ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
・オ
ブ
・ヒ
ス
ト
丑

が

あ
る
.
こ
れ
は
、私
が
高等
掌
校
の
生
徒
の
と
き
に
知
った
本

で
あ
る
.
榮
し
い
色
刷
り
の
絵が
、
ほ
と
ん
ど
各
ペ
ー
ジ
に
あ

り
て
、
いか
に
も
沼
も
し
ろ
そ
う
で
あ
った
が
、
低
物
価
時
代

と
は
い
え、
学
生
の身
分
で
は
手
の
出
せ
な
い
よ
う
な
豪
華
本

で
あ
った
。そ
れ
が
、
短
年
の
よ
う
に
、
色
剛
り
の
べ
ー
ジ
を

少
な
く
し
た
版
が
出
て
、
定
価
も
安
く
な
って
、
私
が
大
学
に

入
った
頃
に
は
、
学
生で
も
買
え
る
よ
う
な
価
に
な
った
。

蟹
者
は
「史
家
」
で
は
な
い
の
で
、
史
学
専
攻
の
人
達
か
ら

み
る
と
、
「通
俗書
」
であ
る
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
閥
迩

う
た
点
も
、
あ
る
かも
知
れ
な
い。
し
か
し
、
そ
れ
ま
で
の
鹿

「史
轡
と
は
ち
が
っ
た型
のも
の
で
あ
って
、
な
に
か
し
ら
、
身

近
か
に
感
じら
れ馬
「私
の歴
史
」と
い
った
感
の
す
る
も
の

　

で
あ
っ
た
。そ
れ
に
、
こ
の
欝
物
で
は
、
¶人
間
が
現
わ
れ
る

ま
で
の
世
界
」か
ら
語
が
始
ま
って
い
る
の
も
、
私
を
引
き
つ

け
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

続
ん
で
い
るう
ちに
、
地
質
学
の
領
域
へ導
か
れ
て
い
って

こ
の
学問
の歴
史
学
に
お
け
る
地
位
も
知
った
り
、
古
生
物
学

の
世
界
へ勝
い
こ
ま
れ
て
、
そ
れ
に
つ
い

て
の
知
誠
を
待
る
と
と
も
に
、
歴
史
学
の

研
究
に
お
け
る
自
然
科
学
の
便
命
を
知
る

よ
う
に
な
った
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
読

み
や
す
い
文
章
で
書
か
れ
て
い
た
の
で
、

のきロココのコさ
凹罐

灘
驚
難
鍵
韓

は
な
く

「歴
史
を
勉
強
し
て
み
よ
う

か
」
と
思
わ
せ
るよ
う
な、
書
き
ぶ
り
で
あ
っ
た
.

い
ま
で
は
、
宗

国
でも
、睡
史
に
関
す
る
書
物
が
た
く
さ

ん
出
て
い
て
、
歴
史ブ
ー
ム
を
作
っ
て
いる
よ
う
で
あ
る
か

ロ

ら
、
「い
萎
eら
、
ウ
エル
ズ
で
も
あ
る
ま
い
」
と
い
わ
れ
る

か
も
知
れな
いが
、
私
が
歴
史
に
関
心
を
持
っ
よ
う
に
な
った

の
も
、
こ
の
書物
を
読ん
だ
と
き
の
醸
激
が
、
ど
ご
か
に
働
い

て
い
た
の
か
も知
れ
な
い
、
と
思
わ
れ
る
も
の
で
、
私
に
と
っ

て
は
、
忘
れ
られ
な
い
も
の
の
一つ
な
の
で
あ
る
。、.(京
大
理

学
部
叡
授
・教学
)

一

弱
い
本
多
の
批
半

【

戦
後
派
批
評
の
主
流
で
あ
った
く近
代

影
鑓
鱗諺
盤
難

り
、
方
法
を
も
っ
て
いな
か
った
、
ま

的
決
断

本
多
秋
五

…

"

文
掌
の
発歴
を
鯨づ
け
て
み
た
い
と
思

う
V
本
多
秋
五
の
態
展は
、
だ
れ
が
ど

の
よ
う
写
留
保
を
それ
に与
え
よ
う
と

も
、
必
然
的
に響
者
の批
騨
家
と
し
て

の
力
個
の
全
貌
を
あら
6
さ
ざ
る
を
え

な
い
も
の
でも
ある
だ
ろ
う
.

た
と
え
ば第
一冊
に
お
い
て
は
く中

村
光
夫
の
戦後
派
叉学
否
足
諭
V
の
章

と
そ
れ
に
つぐ
〈戦
後
文
学
か
,占
領

雫
の
文
学
4か
〉
と
に
お
い
て
、
第
二

冊
では
〈
一段
落
し
た
戦
後
文
学
〉
、

〈
転
機
の年
・
韓九
五
〇
等

で
、
そ

り

「物
語
戦
後
文
学
史
」に
よ
せ
て
.

襲

ロ

《
戦
後
派
文
学
》
の
現
象
態
を
描
く

な
に
よ
り
も
戦
後
文
掌
齢
は
、
も
は

や
戦
後
で
は
な
い
と
い
い
、
ま
た
戦
後

文
掌
は
幻
影
で
あ
った
と
い
う
そ
の
よ

う
な
発
想
を
可
能
に
す
る
条
件
を
、
自

ら
の
現
在
ど
し
て
も
って
い
る
も
の
に

対
し
て
な
さ
る
べ
き
理
諭
的
な
た
た
か

い
で
あ
って
、
そ
こ
に
お
い
て
は
、
戦

後
も
ま
た
戦
後
文
学
勲

事
実
あ
る
い

は
現
象
と
し
て
の
時
間
の
経
過
に
与
え

ら
れ
た
概
念
で
は
な
く
、
戦
後
の
二
↓

年
を
自
ら
の
現
在
と
し
て
も
つ
も
の

の
、
思
想
的
、
理
論
的
な
位
置
の
と
り

い
ると
ころ
の
文
学
作
品
と
は
、
小
説

だけ
であ
る。
そ
の
小
説
の
読
み
て
と

し
て
の本
多
秋
五
の
基
本
的
感
覚
は
、

わ
か
る
、
わ
か
ら
な
い
、
で
あ
る
。
わ

か
ると
いう
こと
は
か
れ
に
お
い
て

は
、か
れ
の
現
実
意
識
に
お
い
て
納
得

が
いく
こ
と
、
そ
の
よ
う
丞
次
元
へ還

元
でき
る
こ
と
、
で
あ
る
。
逆
に
い

えぱ
そ
の方
伝で
は
小
説
し
か
読
め
な

い
だろ
う
し
、
レ
かも
そ
の
結
果
は
必

然
的
にリ
ア
リ
ズ
ム
論
へゆ
かざ
る
を

えな
い
だろ
う
.
(あ
る
時
期
ま
で
は

Knodkendh,donu量z暫ke蝸SdhnouFen、
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さ
に
そ
の
点
に
お
い
て
く近
代
文
学
派

V
の
文
学
批
評
が
つ
ぶ
れ
た
の
で
は
な

い
か
?
群
し
く
書
く
余
裕
は
な
い
が
大

多
の
く戦
時
戦
後
の
先
行
誓
た
ち
V
に

収
め
ら
れ
た
石
川
淳
論
は
、
か
れ
の
方

法
の
ひ
と
つ
の
輿
昧
深
い
例
毫
ホ
し
て

い
る
.

小
説
の
齢
み
て
と
し
て
の
不
可
能
、

つ
ま
り
三
島
由
紀
夫
と
い
う
一方
の
壁

に
ゆ
き
ど
ま
る
と
き
、
批
評
家
本
多
秋

五
は
、
そ
の
批
静
の
上
限
に
お
い
て
そ

れ
と
の
悪
戦
苦
闘
を
猷み
る
こ
と
な
く

奥鋼
夢ミ＼ σ㌧

聯

い
ず
こ
の
里
の
な
ら
い
そや

醐欄

な
ど
と
つ
ぶ
や
い
て
い
た
。そ
の

側

と
き
サ
ン
マ
は
ぼ
く
にと
っ
て
,ニ

ッ
ポ
ン
β
だ
っ
た
。
い
さ
さ
か
疲れ

鼎

た
よ
う
だ
っ
た
。

脚

さ
て
、
ち
っ
と
も
消
耗
し
な
い

Undschonkomm曾dlePollzeo,

doens奮be臼155ensdme髄herbelぼ
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(と
ぼ
く
は
お
も
う
)
、
そ
れ
ゆ
え
に

一そ
れ
と
正
反
対
の
方
向
に
つ
な
が
れ
た

ま
ま
で
あ
る
ー
マ
ル
ク
ス
主
義
文
学
理

論
に
。
む
ろん
か
れ
は
〈近
代
文
学
〉

派
の
ひ
と
りと
し
て、
〈尋

の
ド
グ

マ
テ
ィ
ッ
ク
な
理諭
の批
判
者
で
あ
る

け
れ
ど
も
。か
れ
の批
判
者
と
し
て
の

関
心
は
、
おそ
ら
く
文
掌
的
に
は
宮
本

百
合
子
と
中
野
重治

(の
文
学
)

の
愛
着
の
ゆ
兀
に
、
こ
の両
者
が
党
員

と
し
て
ひき
つ
っ
たき
わ
め
て低
次
の

政
治
的
抗
鯖
の
場
にま
で
ず
りお
ち
て

い
って
い
る
の
で
あ
る
。

第
一冊
の
(荒
・
平
野と
中
野璽

治
)
か
ら
、第
二冊
の
〈人
民
文
学
〉

を
め
ぐ
る
諸章
へ、
響
者
の
筆
は
、
対

象
へ
の
距
雌
を
ほと
ん
ど
矢
っ
て、
ほ

とん
ど
無
限
に
く分
派
闘
争
V
の
経
榔

に
つ
い
て
書く
から
で
あ
る
。

こ
の
部
分
のか
れ
の
叙
述
が
無
残
な

の
は
、
党
内
抗
争
の
関
係の
た
だな
か

一に
あ
え
て
つき
入
っ
て思
想
的
に
そ
れ

を
つ
き
破
る
で
もな
く

か
と
い
って

批
判
の
本
来
の
モ
ナ
ィ
ーフ
で
あ
る
べ

き
〈マ
ル
ク
ス
王義
文
学
論
〉
の
勘
棄

北
欧
、
ボ
ク
の貧
し
い
体
験
に
限
れ
ば
ド
イ
ッ

の
冬
は
、
日
本
人
を
す
っか
り
捗
ら
せ
る
だ
け

の
威
力
を
も
っ
て
いる
.
そ
れ
は
肉
体
的
に
は
、

ス
モ
ッ
グ
と
低
く昇
る
太
隠
、
そ
し
て
し
ぱ
し
ば

や
っ
て
く
る
小
震
か
小
雨
。
ゲ
ー
テ
は
彼
の
詩

で
冬
を
あ
つ
か
う
こと
を
さ
けて
い
る
ん
じ
や
な

い
だ
ろ
う
か
。
五月
と
恋
の
詩
の
な
ん
と
お
び
た

だ
し
い
こ
と
よ
.ま
た
ド
イ
ッ
人
一般
の
心
的
状

況
が
、
日
本
人
の
理解
と
糟
神
の
自
由
な
は
ば
た

き
を
拒
否
し
つ
づ
け
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る
。
こ
れ
は
ド
イツ
の現
在
の
政
治
状
況
と
燕
縁

で
は
な
い
が
、
これ
に
つい
て
は
次
々
週
号
で
触

れ
る
こ
と
に
なる
。

ボ
ク
は
、ド
イ
ツ
の風
土
の
中
で
神
経
衰
弱
気

脚

陳
と
な
っ
た
芸
術
家肌
の
S
さ
ん
が
、
一足
先
に

帰
国
す
る
こ
と
を
天に
説
得
でき
た
と
き
の
、
あ

の
喜
び
の
衰
情
を
忘
れな
い
し
、
一方
ボ
ク
は
ボ

ク
で
、
學
なお
時
い
ハン
ブ
ル
グ
の
橋
の
上
で
、

汽
竃
の
気
笛
を聞
いた
瞬
聞
に
突
然
お
そ
って
き

た
感
情
は
、今
でも
は
っき
り
常
え
て
い
る
。
も

う
と
装
そ
のと
き
ボ
クは
、

サ
ン
マサ
ン
マ

サ
ン
マ苦
い
か
し
ょ
っぱ
い
か

舅
ひ
と
り
秋
の
タ
げ
に

,

サ
ン
マを
く
ら
う
は

10田 【蹴腔U田IIは

醐
勇
、
小
田
笑
は
彼
の
海
外
旅行
で
い
鵜

川
ち
ぱ
ん
よ
が
っ
た
こ
と
は
と
聞か
れ

脚吾

本酋

に薯
髪
牽

形
で
み
え
た
こ
と
だ
」
と
明
快
に
も
い
った
。
　

そ
し
て
、
噌般
国
民
が
、
ほ
と
ん
ど
日
本
と
関
わ
㎜

 

驚
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健れ
だし
た
.

ヤ
ーパ
ン
。
戦
争
穿

セ
兀
ち
の
味
方
だ
っ

"

臥

 

饗
墾
駕
勘頓
魏蘂

乏
し
い
共
有
の
歴
史

海
に
澤
ぷ
小
島
」
く
ら
い
に
な
っ
て
し
ま
い
そ
う

だ
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
ド
イ
ツ
人
が
ボ
ク
に語

り
か
け
る
、
日
本
に
っ
い
て
の
断
片
的潅
こ
と
ば

は
、
そ
れ
ね
り
に
、
彼
ら
の
中
に
あ
る
「菓海
の

小
齢
」
を
圧
縮
し
て
み
せ
て
く
れ
る
。
そ
れ
は
ち
鰍

よ
う
ど
、
ド
イ
ツ
各
地
の
日
本
人
の
集
団
が
、
そ

れ
な
り
に
彼
ら
の
ρニ
ッ
ポ
ン
躍
を
作
り
あ
げ
て

い
る
事
挺
に
照
応
す
る
。

「ヤ
ー
パ
ン
(日
本
)
だ
っ
て
、
ボ
ク
はこ
ん

ど
ユ
ー
ド
ー
(柔
皿
)
を
習
い
た
いと
思
っ
てる

榊一

よ
」
子
供
た
ち
は
質
う
、
一回
莫
事な
「ゼ
オイ

リ゚

ナ
ゲ
」
(背
負
投
げ
)
シ
ー
ン
を
アレ
ビで
み
て

【

か
ら
、
彼
は
、
ヤ
ー
バ
ン
に
そし
て
ユ
ード
聾
に

一

東

海

の

小
島

"
ヤ
ー

パ

ン
'

}
た
。
晟後
ま
で
戦
か
う
べき
だ
った
が
ね
。
ヒ
ロ

爺
繋
垂
騒
鰐
難

ぜ
。
こち
ら
で
は
自
殺
す
る
と
き
に
は
コ
メ
カ
ミ

を
打
ち
抜く
だけ
だか
ら
な
.
ニツ
ポ
ン
の
ヒ
ロ

ヒト
娃
兀気
か
い
」
ベル
リ
ン
で
会
った
二
十
五

歳
の
欝
年
に
あ
る
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
は
こ
れ
で
す

べて
だ
った
よ
う
だ
。
も
っと
も
、
明
治
政
府
が

近
代
化
め
範
を
ド
イ
ツ
か
ら
と
り
い
れ
た
と
い
っ

て
も
、
両
国
の
戦
後
世
代
の
聞
に
は
、
そ
れ
は
何

の
軌
跡
も
残
して
は
い
な
い
の
で
あ
った
。
歴
史

体
験
を
彼
ら
と
共
有
し
た
こ
と
は
ボ
ク
ら
が
、
終

戦
直
後
、
飢
え
と
寒
さ
に
幼
な
い
な
が
ら
苦
し
め

ドイ ツ

 

彼
の
こ
と
ぱ
を
や
り
す
ご
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
一定
の
イ
ン
テリ
層
の
甲
にあ

る
日
本
文
化
へ
の
反
応
は
、
ド
イ
ソ
で
はほ
と
ん

ど
見ち
れ
な
い
。
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
では
た

ま
た
ま
日
本
人
が
映
圃
会
を
や
ると
.茶
う
ので
行

って
み
た
が
、
日
本
文
化
紹介
の
スピ
ーチ
に
対

し
て
強
い
拍
手
牽
込っ
た
の
は
、
そ
こ
に居
あ
わ

せ
た
、
イ
ン
ド
人
と
ア
メ
リ
カ人
の
学生
だけ
だ

っ
た
。
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
唯
弾のデ
パ
ート
は
、

「日
本
真
珠
特
亮
会
」
を
や
っ
て
いた
。中
国
風

酬
の
ち
ょ
う
ち
ん
を
か
ざ
っ
て
、日
本
の琶
楽
を
流

}
し
て
い
る
「日
本
真
珠
」
コ
O
ナ
ーに
あ
る
の

槻
は
、
ボ
4
り
が
幼
な
い
頃
も
て
あ
そ
ん
だ
、あ
の
脚

稚
拙
な
イ
ミ
テ
ーシ
ヨ
ン
で
あ
り
、
ご
て
い
ね
い

に
も
〃本
場
4
と
正
札
に
書
い
て
あ
る
。
〃本
場

"
と
い
え
は
、
ハン
ブ
ル
ク
の
有
名
な
猷
楽
街

に
、
日
本
藷
の
智
板
が
登
場
し
て
い
る
の
で
お
ど

ろ
い
た
。
「本
場
ヨ
シ
ロ
フ」
と
あ
る
.

ユー
ド
ー
(柔
道
)
、
ハ
ラ
キ
リ
、
ヒ
ロ
ヒ

ト
、
ヒ
ロ
シ
マ、
ニ
セ
貢
珠
、
ヨ
シ
ワ
ラ
と
り
と

め
な
いこ
れ
ら
の
コ
ト
バ
の
ス
ダ
レ
の
向
う
に

「稟
海
の
小
島
」
が
あ
る
と
す
れ
ぱ
、
そ
れ
は
全

く
デ
モ
ー
ニ
ソシ
ユな
日
本
像
が
で
き
あ
が
る
に

違
いな
い
。

こん
な
こ
と
を
ボ
ク
が
話
す
と
「そ
ん
な
に
悲

観
す
る
こ
と
は
な
いじ
や
な
い
。
確
か
に
両
国
が

互
いに
認
識
し
あ
って
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
で

も
、わ
た
し
は
、
イ
ケ
バ
ナ
を
見
て
以
来
、
日
本

を
す
ごく
好
き
に
な
って
し
ま
った
し
、
こ
こ
の

大
与
で
は
ま
た
来
遍
も
、
日
本
映
国
会
が
あ
った

り
で、
関
心
は
高
ま
り
つ
つ
あ
る
ん
だ
わ
」
と
い

っ
てボ
ク
を
慰
め
て
く
れ
た
の
は
、
ハン
ブ
ル
ク

大
学
の日
本
請
勉
強
中
の
少
女
ヘル
ガ
だ
った
。

(つづ
く
)
(本
紙
。長
沼
■
集
員
)

カ レン ダー の 口 絵か ら

に
お
い
て
も
、
本
多
自
ら
明
確
な
テ
ー

ゼ
を
う
ち
だ
す
で
も
な
い
か
ら癒
の
で

あ
る
。
そ
の
反
動
と
し
て
(ま
た
か
れ

の
ラ
イ
ヴ
ァル
と
し
て
)
福
田
恒
存
と

伊
藤
整
と
が
、
前
者
は
そ
の
マ
ル
ク
ス

主
義
批
判
に
よ
り
後
者
は
そ
の
小
説
の

理
翫
に
よ
り
、
本
多
秋
五
に
は
無
視
し

え
な
い
最
も
強
力
な
対
者
と
な
る
。

こ
の
ふ
た
り
の
強
敵
の
出
現
に
よ
っ

て
、
本
多
秋
五
の
存
在
価
値
は
、
も
じ

か
し
た
ら
完
鱒
な
き
ま
で
に
う
ち
く
だ

か
れ
た
の
だ
、
と
い
って
も
さ
し
つ
か

え
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
考
え

た
方
が
(つま
り
た
と
え
ぱ
伊
藤
整
の

小
脱
理
論
を
さ
え
理
論
的
に
は
超
え
き

れ
て
い
な
い
か
れ
で
あ
って
み
れ
ば
、

吉
本
隆
明
の
戦
後
文
学
論
あ
る
い
は
マ

ル
ク
ス主
義
文
学
批
判
の
視
野
に
お
い

て
は
、
ま
た
そ
れ
以
後
の
視
野
に
お
い

て
は
、
あ
ら
た
な
積
極
性
を
示
す
も
の

た
り
え
な
い
と
み
る
方
が
、
む
し
ろ
有

効
な
の
だ
.
第
三
冊
〈完
結
篇
〉
は
、

伊
藤
整
の
く小
説
の
認
融
V
を
も
って

戦
後
を
ひ
と
ま
ず
お
え
る
の
で
あ
る
。

塞
多
秋
五
は
、
伊
藤
整
の
小
説
論
の
成

果
と
し
て
そ
こ
で
、次
の
三点
を
あ
げ

て
い
る
。

第
一に
、
マ
ルク
ス主
装
芸
術
論

を
破
っ
た
こと
、

第
二
に
、
「人格
美
学
」
な
る
も

の
に
終
焉を
窟
君し
た
こと
、

第
三
に
、
現
代
では
、
力
を
も
つ

も
の
は
「組
織
」
で
あり
、
個
人
の

生
命
の
は
た
らく
場
所、
その
自
由

は
微
少
で
あ
る
こと
。

第
一の
、
マ
ル
ク
ス主
義
芸
術
論
を

破
った
こ
と
にお
い
て、
それ
が
い

わ
は
反
〈近
代
文
学〉
派と
も
いう
べ

き
伊
腰
整
で
あ
っ
た
こと
に
つ
いて
、

む
し
ろ
本
来
的な
マル
ク
ス
主
義
芸
術

論
へ
の
批
判
派
で
あ
った
本
多
秋
五

は
、
批
評
家
と
し
てど
う
対
処
し
た
の

か
?
〈有
効
性
の上
にあ
る
も
の
〉に

収
め
ら
れ
た
〈
批
酵
の基
準
は
な
く
て

す
ま
さ
れ
な
い
〉な
ど
を
読ん
で
み
て

も
、
そ
れ
はた
だ
、
本多
が
も
と
も
と

理
齢
的
で
は
な
い
と
いう
体
質
髪
ホす

ほ
か
に
そ
う大
した
骨
格
は
齢
み
と
れ

な
い
。
〈芸〉
と
いう
概
念
が
小
説
理

論
と
し
て
た
と
え
いか
に不
允分
で
あ

った
と
し
て
も
、
し
か
し
伊
臆
整
にお

け
る
〈エ
ゴ
イ
ズ
ム
〉
と
〈
芸〉
と
の

ふ
た
つ
の
概
念
は
そ
れ
に
よ
っ
てお
そ

ら
く
三
島
由
紀
夫
の
小
説
を
も
貌
みき

って
し
ま
う
態
の
も
の
で
あ
る
、
そ
の

こ
と
に
本
多
は
ど
ん
な
恐
れ
を
拙
くか

抱
か
な
い
の
か
。

か
れ
の
小
説
の
,縄み
か
た
に
、
〈
人

類
学
的
等
価
〉
な
る
批
翫
基
携
を
つな

げ
て
み
て
も
、
お
そ
ら
く
詩
は
読め
な

い
。
そ
し
て
ま
た
今
後
、
叢年
あ
る
い

は
十
数
年
に
書
か
れ
る
で
あ
ろ
う
小
碗

(と
は
すで
に
い
え
な
い
か
も
しれ
ぬ

散
文
)
も
。

〈
近
代
文
学
V
派
に
お
い
て、
党
の

理
飾
と
し
て
の
マ
ル
ク
ス
主
義文
学
を

批
判
す
る
こ
と
は
、
そ
の
出発
発
の
前

捷
で
あ
っ
た
。
で
は
そ
の
前提
か
ら
ど

ん
な
学
問
的
結
実が
共
通
のも
のと
し

て
わ
り
だ
さ
れ
て
い
た
の
か?

簡
単

罷
い
え
ぱ
そ
れ
は
、
長
篇
小脱
と
いう

一亭
に
つ
き
る
に
ち
が
い
な
い
。
昭和

十
四
年
に
は
△〈合
理
ゆ
λ
に
吾俗
ず

〉
と
い
う
明
治
以
後
の
わ
が
国
の
文
学

で
最
も
恐
る
べ
き
〈詩
集
〉
(と
あ
え

て
ぼ
く
は
そ
う
い
う
が
)
を
欝
か
ざる

を
乳
な
か
っ
た
埴
谷
雄
高
で
さ
乳
、
か

れ
と
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
の
対
固は
、

結
局
の
と
こ
ろ
ロ
マ
ン
へ
の
志
向
(つ

ま
り
〈死
霊
〉
)
を
形
成
レ
た
の
で
あ

る
。
埴
谷
の
評
論
集
の
相
当
の
部
分
を

占
め
る
轡
騨
を
読
め
は
、
か
れ
も
ま
た

杢
多に
劣
ら
ず
、
理
解
の
ゆ
き
と
ど
い

た
小
説
読
み
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
く

る
。
平
野
謙
に
お
い
て
は
い
わ
ず
も
が

な
の
こ
と
だ
ろ
う
。
ひ
と
つ
の
仮
鋭
と

し
て
い
え
ぱ
、
戦
箭
の
転
向
派
の
う
ち

、
文
掌
的
に
は
も
っと
も
質
的
に
高
い

次
元
に
お
い
て
δ
匹代
文
学
〉
に
結
集

し
た
人
ぴ
と
が
、
そ
ろ
って
小
説
読
み

(か
あ
る
い
は
小
脱
書
き
)
で
あ
っ
た

こ
と
、
そ
れ
が
本
多
秋
五
の
〈物驕
戦

後
文
学
史
〉
に
お
い
て
菅
者
の
視
点
を

決
め
る
根
本
の
エレ
メ
ン
ト
で
あ
り
、

動
因
で
あ
る
.
こ
の
視
煎
は
、
も
し
そ

れ
か
ら
事
件
の
当
時
者
と
し
て
の
直
償

性
(と
い
う
体
験
の
次
元
は
、
そ
れ
が

理
調と
な
ら
な
い
か
ぎ
り
なん
の
意
妹

も
ぼく
に
は
な
い
が
)
を
ひ
き
去
れ

は
、
文
学
史
の
視
点
と
し
て
は
毘
少
と

し
か
いい
よ
う
の
な
い
も
の
で
は
な
い

の
か
?
お
そ
ら
く
人
ぴ
と
は
こ
の
三
冊

の
記
録
と
し
て
の
価
値
、
当
事
者
の
報

告
あ
る
い
は
回
想
と
し
て
の
意
昧
を
ほ

め
ち
ぎ
る
に
ち
が
い
な
い
の
だ
が
。

ひ
と
り
の
踵人
、
ひ
と
り
の
劇
作
累

あ
る
いは
ひ
と
り
の
対
者
、
ひ
と
り
の

前
世
代
と
の
ど
ん
な
葛
藤
も
な
し
に
、

十
年
間
の
文
学
の
動
向
を
飴
り
え
だ
と

こ
ろ
に
、
〈戦
後
派
小
説
〉
し
か
読
ま

な
い
こ
と
に
よ
っ
て
ま
さ
に
そ
れ
ゆ
え

に
戦
後
文
壇
に
お
い
て
一定
の
職
能
を

果
し
え
た
く戦
後
派
批
評
家
V
の
姿
と

い
う
もの
が
あ
る
。

〈批
評
家
よ
、
戦
後
文
学
を
そ
の
最

低
の
鞍
部
で
越
え
る
な
、
そ
れ
は
誰
の

得
に
も
な
ら
な
い
だ
ろ
う
〉
と
は
他
な

ら
ぬ
こ
の
く物
語
V
の
し
め
く
く
り
の

冨
業
だ。
最
低
の
鞍
部
と
本
多
秋
五
が

いう
と
き
、
い
っ
た
い
か
轟
自
身
、
な

に
を
おも
い
う
か
べて
い
た
の
か
1
填

・谷
雄
高
の
映
画
批
評
だ
の
、
大
井
広
介

の
野
球時
評
だの

(も
っと
も
週
刊
べ

ー
ス
ボ
ール
の
こ
の
ニ
ペ
ー
ジ
の
ぼ

ぐは
フ
ァン
だが
)
荒
正
人
の
宇
宙
旅

行
論
だ
の
、そ
し
て
ま
た
く遡
刊
読
書

◇

の連
載
で
あ
った
こ
ろ
の
〈物
語

戦
後
文
学
史〉
を
横目
で
な
が
め
て
い

た
こ
と
だ
の
を
、
ぼく
は
そ
こ
で
お
も

い
う
か
べ
てし
ま
う
ー

戦
後
派
に
しろ
、戦
中
派
に
ろ
、
戦

後
派
に
し
ろ
、
こ
の現
在
にお
いて
同

時
代
で
あ
り
、
現
在の
文
掌に
お
い
て

同
時
代
的
で
あ
る
。世
代
の
体
験
の
ち

が
い
は
個
人
の
体
験
のち
が
いと
、
そ

れ
も
体
験
に
お
い
て
は
同質
で
あ
る
。

た
だ
そ
こ
に
お
い
てど
うし
ても
齢
理

ど
し
て
提
示
し
、
なん
と
し
てで
も
本

質
的
な
対
象
性
を
明
示レ
な
けれ
ぱ
な

ら
な
い
も
の
は
、
それ
ぞれ
にあ
る
の

だ
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
戦後
文学
論
と

し
て
構
造
化
さ
れ
る
も
ので
あ
る
か
ぎ

　

り
で
は
、
本
多
秋
五
の読
む
(べき
)

〈
崩
壊
感
覚
V
も
、
ぽく
の読
む
く崩

壊
感
覚
V
も
、
本
質
的
に違
う
も
の
た

り
え
な
い
のは
、
文
学と
し
て自
明
の

ロ一前
提
で
あ
る
だ
ろ
う
。

(詩
人
)

一
学

園

短

信

お
茶
大

ス

ト

中

止

九
月
二
十
一日
か
ら
学
寮
規
約
改
定

で
全
学
授
業
放
棄
を
続け
て
いた
お
茶

の
水
大
学
は
、
一
日、
全
学桀
会
で
大

学
当周
に
文
部
省
の圧
力
に属
し
た
こ

と
に
対
す
る
反岱
を
駅め
る
決
議
文を

採
択
し
て
授
業
放
棄
を
解
いた
。

こ
れ
は
九
月
二
十
五
日学
生
が①
大

学
当
局
は
学
生
と
の
合
意
解
決
を
出

す
た
め
即
時
再
審
議
を
開
く
こ
と
②

細
則
の
審
議
を
中
止
し
、
十
月
三
十

一日
か
ら
突
馳
さ
れ
る
予
定
の
新
学

寮
規
約
を
熱
期
延
期
す
る
こ
と
の
二

点
を
竪
求
す
る
文
書
を
当
周
に
出
し

た
の
に
対
し
学
校
当
局
は
九
月
二
十

七
日
①
学
寮
の
自
治
を
駕
う
意
図は

な
い
②
卑
独
細
則
審
議
は
レ
な
い
③

細
則
協
議
の
課
程
で
異
議
が
あ
る
場

合
本
則
を
改
定
す
る
④
新
協
議
機
関

八
人
委
員
会
を
も
う
け
る
と
回
笛
し
一

,
駿
竃

粟放藥萱

と」

全媛潔河出書房
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衡
売
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●
マ
ル
ク
ス
・
レ
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ニ
ン
主
義
の
最
高
の
典
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物
論
と
経
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批
判
論

欝
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彦
11
訳

資
本
主
義
の
最
禽
盈
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と
し
て
の
帝
国
主
義

堀
江
邑
一
尉
訳

「レ
ー

ニ
ン
の
生
涯
と
思
想
」
ー1
解
説

川
内
唯
彦

レ
置
ニ
ン
は
マ
ルク
ス
主
競
を
ロ
シ
ア輩
命
と
いう
一定

の
時
代
の
現璽
に
即
応
し
て
発
展
さ
せ
た
.
「唯
物
論
と

経
験
批
判
菌
]は
弁
証
法
的
唯
物
論
の
重
要
な典
拠
だ
。

全
四
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セ
ッ
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中
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フ
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存
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人
間
性
の
回
復
を
め
ざ
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ミ
ュ
、
サ
ル
ト
ル
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衷
作
1

概
説
・松
浪
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三
朗

カ
ミ

ュ

シ
ジ
フ
ォ
ス
の
神
謡

矢
内
原
伊
作
11
訳

反
抗
的
人
間

佐
路
朔
閥
訳

サ
ル
ト
ル

自
由
ど
状
況

松
浪
信
三
郎
11
訳

人
聞
の
奥存
藷

す
る
思
想
は
、
旧約
聖
書
の
「ヨ
プ

記
」
や
新
訳に
お
け
る
イ
エ
ス
、
パ
ウ
ロか
ら
ほ
じ
ま
り

現
代
に
い
た
って
あ
ら
ゆ
る
方
向
へ
開花
した
思
想
で
あ

る
.
第
二次
大
戦
以
後
「実
存
主
義
は
ヒ
ュ冨
マ
ニ
ズ
ム

で
あ
る
」
と
い
2
で
ゼ
に
よ
っ
て
人
間性
の
真
の
回
復

を
め
ざ
し
て、
文
学
と
思
想
に
新
た
な道
を
開
い
た
サ
ル

ト
ル
、
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ミ
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国
有
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鎌
倉
孝
夫
ー開

本
吉
敬
治

{
娠
本

健

新
田
俊
三

m

社
会
主
義
運
動
史
上
の
人
ぴ
と
ー

ー

腰
山
川
均
研蹴
ノー
ト
凹

川
口
武
彦

西
ド
イ
ツ
の
大
学
生
梅
外
通信
山
崎
八
郎

「全
人
民
の
国
家
」
論
争

福
田

豊

六
〇
年
代
の
物
価
問
題

大
閲
知
啓
輔

特
集
髄
国
際
遍
貨
体
劇
と

小
野
朝
男
㎜

索
ン
ト
危
機

申
野
広
第
㎜

一3
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≡
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≡
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3
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3
琴
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銅

飼
幽
璽
房
/
撲
窟
紳
田
小
川
町
3
の
6

E
。H
・カ
ー
/
大
沢
正
翼
訳

〈
会
喬
〉
各
7
5
0
円

着
き
ロマ
ン
主
覇
者
から
不屈
の
無
歌
府
霊
薪

者
ヘー

マ
ル
ク
ス
と
とも
に
十
垂
紀
後
半

の
革
命
運
励
に
攣
立
ずる
巨
人
バ
ク
ー
ニ
ン
の

生
涯
論
明
に
逼
嚢

(
総
馨
V
の
憎

熱
に
彩
ら
れ
る
闘
争
壽

、
叛
叢

の

ド
ラ
マを
郎彫
り
に
し
た労
僻
の
笹
梁
召
兀訳

■
幽奮

7
●
秋
の
新
刊
案
内

ト
ロツ
キ
⊥
霊
葺

葡
介
訳

轄

文

詳

薩

論

キーの多髪
萎

箸の完

訳
決
ゆ緩
〈全
盆
川完
綺
>
6
5
0
円

ロラ
ン
・パ
ル
♪

森
本和
夫
訳

翌
用
刊

零
度
の
文
学

反
ス
タ
ー
リン
主
義
的
マ
ル
ク
ス
主
義

の
立
場
にた
つ批
評
家
に
よ
る
文
体
。

書
語
体
・文
章
の
美
学
/
予
6
0
0
円

ハン
ス
・H
・ヤ
ー
ン/
佐
久
間
穆
訳

"
月
刊

鉛

の

夜

〈
姦
淫
の予
言
者
〉
と
呼
は
れ
る
ド
イ

ツ
の
現
代作
数
が
存
在
の
深
淵
と
格■

す
る
太邦
初
駅
の
長
タ

営
δ
0円

ク
フウ
ゼ
ヴ
ィ
ツ
/清
水
多
省
他
訳

η月
刊

戦

争

論

徹
底
レ
兀弁
証
法
の
駆
便
に
よ
っ
て
戦

争
の
本
質を
鋭
く
璽

不
朽
の
古

典
の
完訳
く
全
2
巻
V
予
1
5
n6
円

マル
キ
・ド
。サ
ド
/渋
沢
寵
彦
訳

悪
毒

軽
翫

裁
で
係争
をつ
づ
け
る
大
暗
黒小
説

■
正
篇
45
0
ワ

続
篇
5
00
円

綴
繧

㎎籔

現
代
思
潮
社

噂

○563
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購

三
高
の
・禽

類
ラ
ラ
ン
藷

垂

外
露

夢

が
る
も
の
　
に
ス
　
レ
だ
の
は
を

　　
だ
った
の
ロ

隷
繕
灘
鑛
灘

講
義

と
し
て
む　
に　
を
　
じ
て
い
る
ム

が
カメ
ルキ
ュ

噸
斗

・
ξ

ン
ス
版
の
盆
い
"畢

を
あ

ス

蝉
る
日
教
憲
の
机
の
上
に
置
い
て
い
た
こ
と
で
ある
.

ぬ}

そ
れ
は
レ
ミ
・ド
・グ
ー
ル
モ
ン
の
「観
念
圃

"
冶
」
と
い
譲

萎

評
巽

だ
った
.

ゆ

む
ろ
ん教
科
書
で
は
な
い
。開
いて
み
る
と
、
ち
ょ
っ

　
と
歯
が
た
た
な
い
く
ら
い
む
ずか
し
い
.わ
た
し
は
、
こ

う
い
う
ま
を　
ん
で
い
る
め
ボ
ヨ
には
　
す
る
　カ
ヨ
め

藻
灘

U窪
象
5

383監

多

蒼●

b
て
、
小
説
や
縛
を
耽
瞬
し
た
。
小
碗
は
「おと
め

の
心」
「リ
ュク
サ
ン
ブ
ー
ル
の
「
夜
」
、
詩
は

融
戯
簗
Oアィ
ヴ
ェル
託
ス
マ
ン
)
」
、
評
翫は

「仮
図
集
」
な
ど
だ
った
。
わ
た
し
は
ζ
っし
てし

ぱ
ら
く
の
あ
い
だ
、
グ
ー
ル
モ
ン
に
と
り
つ
か
れ
た

よ
う
な
状
惣
だ
った
。

三
高
を
革
業
し
て
藁
大
の
仏
文
に
は
い
り
(そ
の

こ
ろ
国
立
大
学
で
仏
文
科
が
あ
る
の
は
東
大
だ
け
だ

った
)
、
第
何
次
か
の
「新
思
醐
」
に
岡
人
と
し
て

加
わ
った
と
き
、
わ
た
し
が
書
い
た
の
は
「レミ
・

ド
・グ
ー
ル
モ
ン
の
思
想
」
と
い
う
論
文
だ
っ
た
.

に
沿

タ

ン
ダ
ー

つ

5

電

先生
は
ア
ンリ
・ア
ン
ペル
ク
ロー
ド
と
い
う
神
父
さ
ん

た
だ
一人
だ
った
。
毎
日
毎
日
ζ
の
先
生
が
文
学
史
を
譜

じ
、
近代
劇
を
語
り
、
テ
キ
ス
ト
を
臨
み
、
作
文
を
教
え

て
く
ださ
る
ので
あ
る
。
全
部
フ
ラ
ン
ス
晒
で
あ
る
か
ら

はじ
ぬ
ぱ
ま
ご
つ
い
た
が
、
そ
の
う
ち
よ
く
わ
か
る
よ
う

に
な
っ
て
くる
と
、
わ
た
し
の鼠
に
変
涯
籍
え
が
う
か
ん

＼

だ
の
で
あ
る.

ア
ン
ベ
ルク
ロ
ード
先
生
の
フ
ラ
ン
ス
文
学
史
は
、
発

禅
か
ら
現代
ま
で
を
三年
閥
に
分
け
て
話
さ
れ
る
し
き
た

り
にな
っ
て
いた
.
わ
た
し
が
入
学
し
た
と
き
は
、
訓
麟

は隼
八世
紀
の
未
、
ベ
ル
ナ
ル
ダ
ン
・ド
・サ
ン
ピ
エ
ー

て
読
破

レ

一

ノ

～

幼
い
も
の
で
は
あ
っ
た
が
馬
卒
業
諭
文
以
前
に書
いた
最

初
の
諭
於
な
馨

わ
た
し
に
と
っ
て
はな
っ
かし
い
。

し
か
し
、
い
ざ
仏
文
に
は
い
つ
て
み
る
と
、グ
ール
モ

ン
に
ば
か
暴

甲
し
て
い
る
わけ
に
は
い
かな
か
った
。

研
究
室
に
は
た
く
さ
ん
の
作
家
の
、
た
く
さ
ん
の作
品
が

ず
ら
り
な
ら
ん
で
い
る
.

わ
た
し
が
仏
文
に
は
い
っ
た
ζ
ろ
尖
正十
一年
)
、

}魅

せ
ら

れ
'る

ー

伊

吹

武

ル
か
ら
は
じ
ま
った
。
「ポ
ー
ル
と
ヴ
イ
ル
ジ
ニ
ー
」
の

作
者
で
あ
る
。

'

わ
た
レ
が
お
こ
し
た
変
だ
考
え
と
い
う
の
は
、
先
生
が

つぎ
つ
き
に
話
さ
れ
る
作
家
の
順
を
遣
っ
て
、
そ
の
作
家

の作
品
を
曝つ
ず
っ
読
む
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
き
わ
め

て
ま
と
も
な
考
え
か
も
し
れ
な
い
が
、
ま
と
も
す
ぎ
て
や

や
変
で
あ
った
。

,

わ
た
し
は
研
究
整
か
ら
伯
り
た
木
鮫
團
入
り
の
「ポ
ー

ル
と
ヴ
イ
ル
ジ
ニ
r
」
を
翫
み
終
わ
っ
た
。
申
学
毘
の
こ

ロ

ろ
、
生
田
費
月
の
訳
ー
標
題
は
た
し
か
「海辺
の
恋
」
だ

った
ー
で
翫
ん
で
は
い
た
が
、「原
文
で
翫
む
と
味わ
い
は

ひ
と
レ
お
だ
っ
た
。

先
生
の
醐
義
は
、
十
九
世
紀
に
は
い
っ
て
シ
ャト
ーブ

リ
ア
ン
の
話
に
な
っ
た
。
わ
た
し
は
「ル
ネ
」
と
「ア
タ

ラ
」
を
読
ん
で
名
文
だ
と
感
心
レ
た
。
名
文
で
あ
る
こと

ぐ
ら
い
は
、
ど
う
や
ら
わ
か
り
か
け
て
いた
の
であ
る
。

つ
づ
い
て
ス
タ
ー
ル
夫
人
。
こ
れ
は
「ド
イツ
舘
」
を

す
こ
し
だ
け
読
ん
で
失
礼
レ
た
。
あ
と
は
ロ
マ
ン
派の
詩

人
た
ち
で
あ
る
が
、
これ
は
ア
ン
ベ
ルク
ロ
ード
先

生
が
灘
読
テ
キ
ス
ト
に
使
っ
てお
ら
れた
か
ら
、
そ

れ
以
上
に
は
読
ま
な
か
った
。

そ
し
て
や
が
て
ス
タ
ンダ
ー
ル
。わ
た
し
は
「赤

と
黒
」
を
読
ん
で
感動
し
、
卒
論
は
「ス
タ
ン
ダ
ー

ル
に
お
け
る
〃野
心
"
の観
念
」と
いう
こ
と
に
き

め
た
。

彦

そ
れ
か
ら
は、
楚
に
従
い
フラ
ン
ス
語
で
要

を
書く
こと
に
い
そが
し
く
、
卒
業
し
て
母
校
の
教

師
に
な
り
、
ブ
ル
ー
スト
や
ワ
ァレ
リ
ーを
読
み
は
じ
め

る
ま
で
、
一年
半
ば
か
り
は
スタ
ンダ
ー
ルに
ひ
き
と
め

ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

い
ま
考
え
て
み
ると
、
ど
れ
も
これ
も、
読
ん
で
よ
か

っ
た
と思
う
本
ばか
りで
あ
る
。

(京
大名
誉
教
授
・仏
文
)

過

去

か

ら

の

問

い
か
け

鞭
骸
一
編
集
者
の
ド
キ
ュ
メ
ン

蜴 中繁 繕著

覚書 ・昭和出版弾圧小史

r
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I

ー

山

言
酷
の
自
由
と

は
何
か
。
私
た
ち

旦
犬
畦

いま

溝
巽

憲
味
で

の
言
齢
の
円
由
を

事
受
髪

こと
は

な
い
。
八
月
+
五

日
ま
で
の日
本
は

天
口
綾
閲
の下

で
、
言
胎
の自
由

な
ど
と
いう
もの

は
薬
にし
たぐ
て

も
、
な
か
っ
た
.
敗
戦
によ
る
解
放
は

じ
っ
の
と
こ
ろ
G
H
Q
によ
る
検
閲
の

下
で
の
自
由
に
ほ
かな
ら
な
か
った
.

レ
か
も
そ
れ
碇
天
嵐
制
奪

さ
乳

も
行
わ
な
か
っ
た
富葡
検閲
だ
った
の

で
あ
る
.
翠

と
後
は
チ
ャタ
ン
イ

藏
判
で
言
諭
の
自
由
が
「公
共
の
橿

祇
」
概
念
に
従属
さ
せら
れ
る
.
そ
の

後
、
申
公
鵬
申
事
件
「思
想
の
科
学
』

叉
口制
持集
号
事
件
と
つ
づ
き
、
今
年

は
「フ
7
二ー
・ヒ
ル
」
が
発
猿
に
な

る
.冤

全
なと
い
う
形
容
詞
つ
き
の
言
瞼

の自
由
を
私
た
ち
は
奨
鰯
と
し
て
つ
か

ん
だ経
験
を
も
って
い
な
い
.
け
れ
ど

も
、過
去
の
聴
事
件
の
経
験
の
中
か
ら

私
た
ち
は
言
齢
の
自
由
を
基
本
的
人
権

の
申
心
概
愈
と
し
て
把
握し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
言
胎
の
自
由
は
、
被
支
配

階
級
の
基
本
的
人
梱
に
つ
い
て
の
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
であ

る
。本

誓
は
、
戦
暑中
扇
央
公
諭
」
の

編
集
部
長
を
つ
と
め
た
蓄
者に
よ
って

書
か
れ
た
、
権
力
の出
版
弾
圧
の
記
録

で
あ
り
、
同
時
に
言論
の
自
由
と
は
再

か
と
い
う蘭
題
に
す
る
ど
い
光
を
あ
て

た
エ
ッセ
イ
集で
も
あ
る
。
戦
時
中
の

中
央
公
諭事
件
を
中
心
と
す
る
弾
圧
に

つ
いて
は
、
す
で
に
当
富
者
の
圃
瀕
録

が
いく
つか
発
表
さ
れ
て
い
る
。
た
と

え
は
、
黒
田
秀
俊
「血
ぬ
ら
れ
た
言
諭

-
戦
時
言
諭
弾
圧
史
」
(
噸九
五
一

雫
堂
自
薔

、
葎
杏
稲
「

言
験
の
敗
北
-
蓼
舞

の
翼
実
」

(一九
五
九
年
、
三
一書
房
刊
)
な
ど

杢
誓は
こ
れ
ら
の
記
録
の
集大
成と
い

え
る
の
だ
が
、
岡
時
に
数
多
く
の
新
ら

し
い
資
料
を
収
録
し
、
か
つ
言
論
統
制

の
複
雑
な
機
栂
と
詫

に
対
応
す
る言

論
人
の
姿
勢
を
民
が
き
出
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
言
蹟
の
弾
圧
に
つ
い
て

は
、弼
報筒
、陸
軍
報
道
耶
、海
軍報
道

部
の
三
者
が
フ
ォ
聖
マ
ル
あ
る
いは
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
ル
に
活羅
し
、さ
ら
に
敬

府
鯉
田の
墓
界
団
体
「日
本
出版
文
化

協
会
」
が
は
ば
を
き
か
せ
、そ
の下
で

賞
随
人
が
歯
を
く
い
し
ばり
、あ
る
い

は
右
往
左
往
し
、
あ
る
いは
迎
合
す
る

奪
、
董
護
譲

に
え華

.

元
欝
談
社
に
い
た橋
本求
の
大
響

「日
塞出
版
販
亮
史
」
によ
る
と
、
日

本
出
版
文
化
協
会
に
つい
て
、
「協
会

は
、
そ
の
創
立
趣意
書
に
掲
げ
た
〃健

全
な
る
新
日
杢
X化
の鷺
設
'
を
旗
じ

る
し
に
、
非
常
時
局
に対
応
す
る
業
界

体
制
を
層
々
と
か
ため
てい
った
の
で

あ
る
が
、
そ
の
主軸
を
な
す
も
の
は
、

出
版
資
材
の配
給調
整
と
、
企
業
整
理

と
で
あ
っ
た
」と
た
ん
た
ん
と
の
べ
て

い
る
。
け
れど
も
、こ
の
用履
会
が
「

激
断
的
査
定
」
で削
除
、
発
禁
を
強
劃

し
、
つ
い
には
「出
版
許
可
」
の
権
力

を
も
つ
に
いた
った
こ
と
を
、
橋
本
氏

は
屠
う
て
いな
い.
け
nど
も
、
畑
中

氏
が
本
書
に
記載
レ
か繕
賢
料
は
、
糧

力
だ
け
で
は
なく
、出
版
業
者
湧
み
ず

か
ら
当局
と
緕
負
レて
言
験
を
ふ
み
に

じ
っ
て
い
った
こ
と
を
、
あ
か
ら
さ
ま

に示
し
て
いる
。
橋
本
求
氏
ら
の
「日

本綴
集
者
協
会」
は
、
目九
四
三
年
そ

の決
議
で
、
中
果公
鹸
が
「国
風
と
は

相
去
る
遠
き
伺
人
自
由
の
西
洋
近
世
哲

学
の
主
彊
を
基
調
と
し
塵固
と
し
て
抜

く
可
か
ら
ざ
る
宿
幣
を
存
」
し
て
い
る

と
攻
撃
し
「編
集
方
針
に
根
本
的
転換

」
を
勲
冒し
て
い
る
.

裡
力
と
と
も
に
行
動
し
、
あ
る
いは

糧
力
の
弾
圧
を
先
ど
量

多
テ
リ

た
ち
に
、
畑
中
氏
は
消
える
こ
と
の
な

い
怒
りを
た
た
き
つ
け
て
いる
.
し
か

し
、そ
れ
で
は中
央
公
論は
ど
う
で
あ

り
た
の
か
、
と
い
う間
題に
た
い
し
て

本

ト

明

氏
は
み
ず
から
にき
び
し
い
聞
か
け
を

し
て
いる
。
「
「奴
隷
の
こ
と
ば
」
で

つ
づ
ら
れた
験
文
や査
蓼
婆
童
当

に
読者
にう
け
と
ら
れ
る
可
能
性
よ
り

も
、か
え
って
奴
隷
の
こ
と
は
ど
お
り

にう
けと
ら
れる
こ
と
に
ょ
って
逆
に

戦
争
協
力
の
役
割
を
は
た
し
た
可
能
性

のほ
う
が
は
る
か
に
多
く
は
な
か
う
た

か
、
と
い
う
反
間
に
た
い
し
て
は
、
残

愈
な
が
鍵

い
ま
た
だ
ち
に
な
ん

と
も
い
え
な
い
」
と
の
べ
、
レ
か
し
「

む
し
ろ
沈
黙
を
拘
す
る
ほ
う
が
正
レ
か

った
と
即
断
す
る
見
解
に
は
、
か
ん
た

ん
に
組
し
え
な
い
」
と
い
う
。

た
し
か
に
、
過
去
の
限
足
さ
れ
た
小

状
況
の
中
で
、
こ
の
間
に
こ
た
え
る
こ

と
は
む
つ
か
し
い
.
つ
ま
り
、
「受
け

手
」
と
の
強
い
漣
轍
な
し
に
、
さ
ら
に

い
え
ぱ
、
国
民
の
闘
い
と
の
結
び
つ
き

な
し
に
、
言
勘
の
自
由
を
諭
じ
る
こと

は
で
き
癒
い
か
ら
で
あ
る
.
こ
の
ζと

を
、
私
た
ち
が
前
述
の
間
か
け
の中
か

ら
知
る
こ
と
が
で
き
れ
は
、
そ
こ
で
は

じ
め
て
間
の
出
発点
に
立
っ
た
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
、
本
書
は
「覚
書
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
ど
お
り
、
畑
中
氏
の
体
験
が

り
中
心
に
な
って
い
る
.
だ
か
ら
、
昭
和

翻
帰や戦
後
の
事
槽
に
つ
い
て
は
、デ

ッサ
ン
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。
(こ

のデ
ッサ
ン
の中
に
は
、畑
中
氏
の
小

さ
なお
も
いち
が
いが
い
く
つ
か
あ
る

た
と
え
ば
「戦
旗
」
が
「自
然
廃
刊

し
た
」
と
い
う
叙
述
な
ど
)
。
今
後
い

ろ
い
ろ
な
時
期
に
つ
い
て
、
編
錐
者
の

「覚
書
」
の
発
衰
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
。
そ
こ
で
畑
中
氏
が
し
た
よ
う

に
過
去
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま問
い
か
け
が

聾

一

㌧
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「

行
な
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
徹
私
た

ち
に
と
って
貫
論
の
自
由
擁
護
・拡
大

の
闘
い
を
全
体
状
況
の
中
で
正
し
く
位

置
づ
け
る
大
き
な
武
器
に
な
る
か
ら
で

あ
る
。

(図
書
新
聞
祉
刊
・B
6
二
八
五
ぺ
ー

ジ
・
一五
〇
〇
円
)
(閥
志
大
学
助
教

全
ソ
連
史
の
再
検
討
を

　
レナート・ミエリ著

トリアツチの証言一
ト
リ
ア
ッ
チ
の
責
任
を
告
発

輔九
三
Ω
牢代

の後
半
に起
こ
っ

た
ス
タ
ーリ
ン
の

大
粛
溝
は
他
に
類

を
みな
い歴
史
の

悲
劇
で
あ
った
.

ナ
チ
ス
の
残
虐
行

為
に
よ
って
倒
れ

た
人
々
以
上
に
、

ス
タ
ーリ
ン
の
手
に
よ
って
抹
殺
さ
れ

た人
々
は
晒
い
絶
望
的
立
場
に
い
た
.

肉体
的
以
上
に
糟
聾

撃
と
し
て
苛

山

酷
で
あ
った
.
ナ
チ
の
抵
抗
者
は
肉
体

的
に
抹
殺
さ
れ
て
も
、
自
己
の
精
神
ま

で
抹
殺
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
った
.
自

己
の
信
念
に
基
づ
い
て
、
人
聞
の
徽
大

さ
と
茸
藪
さ
と
進
歩
に
対
す
る
強
固
な

償
頼
に
お
い
て
、
人
類
の
最
悪
の
敵
と

し
て
の
プ
ア
シ
ズ
ム
と
闘
った
の
で
あ

っ゚た
.
敵
の
手
段
が
残
酷
で
あ
れ
は
あ

る
ほ
ど
そ
れ
だ
け
ま
た
、
彼
ら
の
慣
璽

を
強
固
に
し
た
だ
け
で
あ
う
た
.

だ
が
ス
タ
ー
リ
ン
の
粛
溜
の
犠
牲

は
、
そ
れ
とほ
比
較
に
な
ら
な
い
ほど

田

五

郎

網
盟
的
で
苛
酷
な
状
況
に
あ
う
た
.
ン

ビ
エ
ト
連
邦
共
釦
国
、
史
上叢
籾
の
社

会
主
義
国
、
そ
れ
は
、
社
会
の
最悪
の

根
源
で
あ
っ
た
階
級
対
立
を
否簿
し
、

人
聞
の
翼
の
意
味
で
の
自
由
と
尊厳
と

完
全港
人
聞
性
を
塞
現さ
せ
る
国
と
み

な
さ
れ
て
い
た
.人
聞
の希
望
と
理
想

を
秘
め
兀
国
秀

った
.

そ
の
中
で彼
ら
は
湘
祖
国
を
信
じ
、

共
産
主
義姥
毅
に
献
身
的
な
共
産
宮
員

達な
ので
あ
った
.
そ
の
館
大
な
掴
導

者と
し
て
ス
タ
ーリ
ン
を
崇
拝
し
て
い

兆
.rも
ち
ろ
ん少
数
の反
ス
タ
ー
リ
ン

的
見
解
を
持
って
いた
も
の
も
存
在
し

て
い
た
だ
ろう
が
、
大
部
分
は
指
導
者

達
と
同
曝
ト
ロ
ッキ
i
、
プ
ハー
リ

ン
等
の
スタ
ーリ
ン
反
対
派
を
祖
国
の

蜘

敢
とし
て
修
じて
い
た
.

だ
が
ま
さに
そ
の
彼
等
の
上
に
、
自

ロ

己
の
崇
揮
し
た
指
導
者
に
よ
って
鞘
溝

噸

の嵐
が
ま
き
お
ζ
さ
れ
た
の
で
あ
る
.

或る
渚
は
シ
ペ
リ
ァ
、
極
北
の
極
寒
の

{°

畑
簿
に
流
刑
と
な
り
、
飢
餓
と
寒
さ
の

"

為に
死
ん
で
い
った
し
、
又
或
る
者
は

沸{

不
当
な
裁
判
、
あ
る
い
は
全ぐ
裁
判
な

し
で

死
刑
に
処
せ
ら
れ
た
.

彼
等
は
た
だ
絶
磁
的に
自
己
の
熊
実

を
指
導
者
に
向
って
絶
叫
す
る
の
み
で

あ
った
.
主
観
的
に
は
敵
は
い
な
か
っ

た
.
た
だ
運
由
の
な
い
底
知
れ
ぬ
深
淵

に
喀
ち
こ
ん
で
行
く
の
み
で
あ
っ
た
。

一方
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
犠
牲
者は
ソ

遅
人
の
み
で
は
な
が
っ
た
。
各
国
か
ら

フ
ァシ
ズ
ム
の
手
を
脱
出
し
て
社
会
主

義
共
和
国
に
逃
れ
て
来
た
亡
命
者
や各

国
の
共
産
党
員
、
そ
の
牌
部
達
の
上
に

さ
え
嵐
は
襲
い
か
か
っ
た
.

こ
の
本
の
題
名
は
ち
ょ
っ
と
紛
ら
わ

し
い
.
内
容
に
そ
ぐ
わ
な
い
.
イ
タ
リ

噸

ア
語
の
際
書
の
題
は
、
冨

賢
落
㌍

一8
↓
6
Q
冒
8
零
Ω已
コ
遷

皇

脅
雪

窪
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碧
昌
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(ト
リ
ァ
ソ
テ
く

一九
三
七
年、
ヨ

ー
ロ
ッパ
共
産
党
の揃
導達
は
い
かに

し
て
消
え
で
い
っ
た
の
か
.
》
であ

る
。
本
書
は
こ
の
題名
の
示ず
と
沼
り

ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
っ
て抹
殺
さ
れた
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
共
産党
の
摺
導者
、
お
よ
び

ソ
連
人
跡
外
の
犠
牲
者を
扱
って
いる

の
で
あ
る
.

こ
の
点
は
ソ連
共産
党
二十
同
大
会

の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の秘
密報
告
で
は
諭

じ
ら
れ
な
か
った
ス
タ
ーリ
ン
粛
清
史

の
空
白
の
点
であ
り
、
そ
れ
を
う
め
る

も
の
と
し
て
本書
の憲
義
は
ある
。
」

著
書
はが
っ
て
共産
覚
員
で
あ
り
ト

リ
ァ
ッ
テ
ィ
の親
し
い友
人
で
も
あ
っ

た
.
披
は
決
して
反
共
主
繭
者
で
は
な

い
そ
の
憲味
で
、
反
共
主
麟
者
の
イ
デ

ォ
ロ
ギ
ー
過剰
の性
急
な
ソ
ビ
エト
中

傷
のも
のと
は
逮
う
。

ポ
ーラ
ン
ド
共
産
党
の
解
体
、
ベ
ラ

・ク
ン
の
最
後
、
チ
ト
ー
の
苦
悩
、
イ

タ
リ
ァ
の
儀
牲
者
、
ス
ペ
イ
ン
マ
ル
ク

ス
主
義
続
一労
働
党
の
解
体
と
指
導
者

ニン
の
暗
殺
等
の
園
超を
現
存
す
る
可

能
な
か
ぎ
り
の
資
料
を
使
って
解
明
し

よ
う
と
レ
だも
の
で
あ
り
、
そ
れ
と
共

に
、
当
時
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
執
行
委

■
『
最
輝
幹
部
の
}人
と
し
て
モ
ス
ク

ワ
に
い
て
、
粛
消
を
ま
の
あ
た
り
に
目

撃
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
ト
リ
ア
ッ
}三

イの
資
任
を
暫
発
レ
κ
も
の
で
も
あ

る
。
こ
の
魚
が
、
本
書
全
編
を
通
し
て

の
中
心
で
あ
る
。
冥
際
ト
リ
ァ
ッ
テ
ィ

は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
時
代
の
自
己
の
こ
と

を
薩
と
ん
ど
書
か
な
か
っ
た
し
、本
霜

で
間
魑
と
し
て
い
る
窟
に
つ
い
ても
、

明
白
な
弁明
も
又
目
己
の沈
黙
の理
由

も
明
ら
か
に
せ
実

本書
出
版
の+
カ

月後
に
ヤ
ル
タ
で
死芸
し
て
し
ま
った

の
で
あ
る
。

禮
者
も
削
書
で
述
べて
いる
と
お
り

確
笑
な
腹
料
の
欠乏
は
沼
お
え
な
い
.

大
耶分
が
推論
の
域
を
出
な
い
し
、
も

う
}っ
迫
力に
欠
け
る
う
ら
み
が
あ

ひ
。
それ
故
に
こそ
堂
時
の
生
き
証
人

と
し
て
のト
リ
ア
ッテ
ィの
沈
黙
に
対

す
る
但求
は
激
しく
、
厳
し
く
、
執
拗

で
ある
.
次
の
如
く
極
諭
さ
え
し
て
い

る
.
「イ
タ
リ
ァ
共
産
冤
が
誠
笑
さ
と

いう
点
か
ら
自
邑
批
判
の
必
要
を
感
じ

た
と
は思
え
な
い
。
一体
何
の
目
的
で

過
去
の昔
し
い
記
憶
を
呼
び
庚
す
の

か
.党
と
し
て
は
喜
ん
で
こ
れ
を
回
避

し
たで
あ
ろ
う
。
」
「ソ
連
の
指
蘇
者

は
過去
の無
益な
勢
力
か
ら
の
抵
抗

に
打
ち勝
つた
め
に
必
農
と
思
わ
れ
る

た
び
にそ
う
す
る
で
あ
ろ
う
.
そ
し
て

イ
タリ
ア
共
亜
党
は
い
や
い
や
な
が
ら

も
そ
の
あ
お
り
を
受
け
、
今
な
お
胚
芽

状
態
に
あ
る
自
己
批
判
の
ひ
だ
を
広

げ
な
け
れ
は
な
ら
ぬ
だ
ろ
う
。
」
「今

ま
で
の
と
こ
ろ
イ
タ
リ
ア
共
産
党
は
う

ま
く
や
って
き
た
、
そ
し
て
過
去
に
対

す
る
批
判
的
再検
討
の
義
務
を
逐
行
せ

ず
に
、
フ
ル
シ
チ
ョフ
が
与
λ
た
さ
ま

ざ
ま
な震
動
の
災
を
弱
め
て
き
た
。

(
一〇
一頁
)こ
の
辺
の
記
述
は
一見
商

異
に
ひ
び
く
。
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
「報
告
」

の
不
完
全
さ
を
、
そ
の
ス
タ
ー
リ
ン
的

力
法
の
裏
返
し
酌
や
り
方
、
ス
タ
ー
リ

ン
個
人
に
総
て
の
費
任
を
押
し
つ
け
た

や
り
方
を
最
初
に
指
摘
した
の
は
ト
リ

ア
ッテ
ィで
は
な
か
っ
た
か
。
現
在
、

積
極
的
に
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
を
遂
行
し

て
い
る
の
は
イ
タ
リ
ア
共
蔽寛
で
は
な

一い
の
か
.
事
饗

ソ
追
共
塵寛
二
十
二

回
大
会
後
、
イ
タ
リ
ア
共
産
齊年
同
盟

で
は
機
関
紙
上
を
使
っ
て
活
発な
討
諭

を
展
開
し
た
し
、
昨
年
ト
リ
ア
ッ
テ
ィ

は
党
樵
関
紙
「リ
ナ
シ
タ
」
に
スタ
ー

リ
ン
の
政
敵
抑
圧
手
段
を
批
難し
た
グ

ラ
ム
シ
の
手
紙
を
発
衰
し
、そ
の解
説

で
同
志
ト
ロ
ソ
キ
ー
、
同
菰ブ
ハ
ーリ

ン
と
呼
ん
で
い
た
(朝日
ジ
ャ
ーナ
ル

六
四
年
七
月
十
九
日号
)
し
、死
後
発

表
さ
れ
た
覚
書
の
中
でソ
運
の非
ス
タ

ー
リ
ン
化
の
緩
慢
さを
誹
え
て
いた
。

(弘
文
覧
刊
・二
〇
三頁
、二
百
九
十
円
)

●
●

●

●●

映

画

評

・

「ア
ン
ク
ル
・
ト
ム」
と
いえ

●

ぱ
、
少
し
ぱ
か
り
小脅
の多
いジ
ュ

・O
ヴ
才
イ
ル
。ス
ト
ー
り
ーが
通
り
相

■
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
むろ
ん
スト

ゥ
夫
人
の
僚
作演
そ
んな
具合
に
し

゜
て
と
り片
づけ
ら
れ
る
代物
では
な

い
に
し
ろ
、
な
ん
だ
か
寝ぼ
け
た
よ

●

う
な
素
材
の
〈大
作
〉
を
、
し
か
も

西
下
イ
ぎ

ん
だ
り
で
作
り
あ
げ
た

も
の
だ
と
、
か
え
って
そ
の
ボ
ケ
よ

う
に
着
干
の
期
待
を
か
け
て
い
た

ら
、
は
た
せ
る
か
な
、
た
の
レ
も
う

と
思
え
は
か
な
り
た
の
し
め
る
仕
掛

け
に
な
って
い
ま
レ
た
.

い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
が
も
じ
れ

ま
せ
ん
が
、
い
ま
ど
き
こ
ん
な
映
国

を
作
る
か
ら
に
は
、
ア
メ
リ
カ
更
の
な
企
てを
貰
いて
み
せ
た
こ
と
は
、

ま
せ
ん
が
、
そ
ん
な
場
面
が
鼻
臼
ん

を
身
ぶ
る
い
さ
せ
た
り
する
の
に
、

一こ
ま
を
切
り
と
う
て
、
そ
れ
に
の

目下
国
策
的
に
米
国
と
の
接
近
を
深

だ
悪
夢
の
よ
う
な
印
象
で
残
っ
て
い

白
人
た
ち
は
総
じ
て
精
神分
裂
症
状

っ
ぺ
ら
ぽ
う
の

め
つ
つあ
る
西
下

ま
す
。
大
時
代
的
な
泥
く
さ
き
と
い

の
生
活
煙
能
力
省
は
かり
で
す
。
普

ヒ
ュ↓

ニ
ズ
ム

イ

ィ
髭

あ
。て
は

・た
あ

が
輩

行
、
こ
の
ラ
篤

憲
の
白
人
た
ち
(シ
・
ルビ
る
サ

鞠
顯

一プ

袈
齢
難

濤
駆
靴
簿
如彊⑳
鑓
薪
叫蔀
鮪
艦

い
)
で
つ
っ
か
い

ろ
うと
も
思
い
ま

す
。
原
作
に
一ぱ
い
喰
っ
た
の
で
し

う
ろ
た
え
て
いる
ぱか
ゲ
で
す
し
、

購
藪
繋
灘
購
灘

雛
臨
獣

　策

渤
購
舞

譲
樋蝦
罷
難
塙
肋擬
簸
灘

灘
漿
微
識
鰭
馨
灘蕪
　灘
灘

嬢
墾

作

リ

獅
鯨
螺

難
謹
譲
難

釈翻鑓
蕊
鍵

鶴
舞
・が

メ

毅
蟻
甥
蕎
譲
顯
驚
諺
哩楚
鶴
韓

難
踊
ア
灘

羅
鷺
難
轟

す
。あ
ま
り
巧
妙
に
で
は
あ
り
ま
せ

チ
と
虐
付
.
日
匿
の
早
朝
に
顔
も
洗

れ
つ
つ
も
、
フ
ォ
ーク
ソ
ン
グ
な
ど

ん
が
、・原
作
を
換
骨
撤
胎
し
て
そ
ん

わ
ず
観
に
出
か
け
た
せ
い
か
も
し
れ

合
唱
し
て
気
勢を
あ
げ
、
白
人
ど
も

〉
.°
.●
●●
。
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真
京
都
新
宿
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矢
来
町
・
振
替
真
京
八
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八
番

片
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端
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お

き水

上

響ん

蕪1

れ
イヒ
の

荒浮

1草
た
ぐ
いま
れ
な
莫
貌
♪野
心
を
も
ちな

が
ら
、か
え
って
そ
の
た
め
に
こ
と
こ

髪
甕

豪
伊
沢
春江
ー

1
そ
嚢

寝
を
た
ど
って
新

 し
い女
性
の
象

た
に
警
雲
厚
え

著

頻
長
親
胴
拒7

億
團
二〇
円

聖

少

女

倉
橋
由
美
子
著

「パパー

った少

女
の
、
崇
高
な
ま
で
に
妖
し
く美
し
い

楽
陵
尻
か憂
の
告
自
.1

近
親
相

姦
と
い
う
絶
対
的
タ
ブ
ー
を
王題
に
、

反
社
韓

理
に
生
き
る人
間
像
を
描

藝

呑
覆

儘
三
〇円

ぼ
　
の
　

を
　

カ
い
ロ
に
の

と
り
灘
講
鑛

ぐ
る
着
い
人
々
の愛
と
茨
情
を
抽
い
た

誕
や
馨

価
囚
四
〇
円

家
庭
こ
最

鮎
譲

簾

源
氏
鶏
太
著
蒸

齢憩
醸
蔭
即階

毛
沢
東

ド
イ
ッ
チ

ャ
ー

山
要

辰

中
国
革
命
の
指
響
盈
軍
そ
の
起
源
に

嚢

っ
嚢

レ
嚢
蓉
文
電

沢
棄
主
義
」、中
ソ
諭
争
を
批
判
的
に
解

明
し
た
諸
諭
文、
米
国
の
ベ
ト
ナム
政

策
垂

箸
演
説
「世
界
の
悪

夢
辱
、最
新
艀論
十
漏
.
僑
四
七
〇
円

■
ド
イ
ッ
チ
ャ
ー

〈卜

ロ
ツ
キ
ー
伝
〉

三
部伸,°

㎜
綴
繋
繋
謙

7

雷喪

二
鄭桑

葉

婁
表

馨讃

巣
ー

偶章

§
丹

売中!好評の海外文学! 発
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

太
陽
の
讃
歌

反
抗
の
論
理

嫉

妬

カ
ミ
ユ
の
手
帳
Φ

高
畠
正
明
訳

カ
ミ
ユ
の
手
幌
②

嵩
畠
正
明
級

ロ
ブ
グ
リ
エ

臼
井
浩
司
訳

楡
の
葉
の
そ
よ
ぐ
町

海
か
ら
の
贈
り
物

わ
が
読
書

音
と
言
葉

現
代
小

ヘ
ン
リ
ー

説
の
歴
史

サ

ロ
ー
ト

菅
野
昭
正
訳

メ
タ
リ
ア
ス

山
西
英

騨
訳

リ
ン
ド
バ
ー
グ
夫
人

吉
田
健

"
訳

・
ミ
ラ
璽

田
中
酉
二
郎
訳

フ
ル
ト
ヴ
ェ
ン
グ
ラ
ー

芳
賀

撞
訳

ア
ル
ベ
レ
ス

新
庄
・平
岡
訳

ー

蜘朝岬4590
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■学 科

 

■学 都
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●就 職 先好 評 予 約 受 付 中/

人名録は実務的な就職先別一覧の形をとり、今後隔年毎に続刊される予定ですが、今回の創刊版

(昭和面年度版)に おきま馬しては全卒業者総数6万 余名のうち約4万 名を集録 し、官公庶 会社

各種団体の三篇から成るもので、今12月1日 発行を目指 して編纂いた しておりおす。

京 都 大 学 卒 業 者 名 簿 編 纂 委 員 会
鼠郵南左謀区鳶田(京大構吋)取大新聞祉肉
電誕(?7)811、学内142甲、頭薔京都8203

口出阪物の性格上、限定出版にする予定ですので、ご入用の方は、
お早めにご予約下さいますようお願いいたします.

ロ㈱ ・予倣 付は→翻 馴5日で醐 らせていただく予定でを
書
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